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序     文 
 

パキスタン・イスラム共和国（以下、「パ」国と記す）は、基礎教育への就学率の向上、就学機

会の格差是正、教育の質の充実に取り組んでいます。「パ」国は、人間開発の取り組みにおいて遅

れをとっており、その改善を優先課題とし、識字率の向上及び初等教育の完全普及を10か年開発

計画（2001－2011）、国家教育政策（2009）において掲げ、「万人のための教育（Education For All）」

「ミレニアム開発目標（Millennium Development Goal）」を基にした国際的なコミットメントとし

て取り組んでいます。 

国際協力機構は、この識字率向上に関わる「パ」国政府事業への技術支援として、パンジャブ

州政府の要請を受け、平成16年７月から３年間にわたり、技術協力プロジェクト「パンジャブ州

識字行政改善プロジェクト」を実施し、その成果をさらに発展させるべく「パンジャブ州識字行

政改善プロジェクト（フェーズ２）」を平成19年８月から３年間の予定で実施してきました。 

本技術協力プロジェクトが平成22年８月に協力期間の終了を迎えるにあたり、当機構は平成22

年４月に終了時評価を実施しました。本報告書は、同調査団の調査及び協議の結果を取りまとめ

たものです。 

調査の結果、当技術協力プロジェクトにより、データ活用型ノンフォーマル教育マネジメント

のための情報マネジメントシステム及び実践のしくみが開発されました。村におけるフォーマル

教育・ノンフォーマル教育の就学向上活動から、州政府による政策策定・意思決定まで、幅広く

活用できるしくみであり、ノンフォーマル教育事業の効率性の向上と効果の発現に貢献している

ことが確認されました。自立発展性と持続性を担保するためには、州及び県の実施能力をより向

上させることが必要であることから、プロジェクト期間を６か月延長することが決定されました。 

この技術協力プロジェクトによる体験と教訓が、広く関係者に共有され、今後の国際協力に活

用されることを期待致します。 

本調査の実施にあたり、ご協力いただいた「パ」国政府関係機関及び我が国の関係各位に深く

謝意を表するととともに、引き続き一層のご支援をいただけますようお願い申し上げます。 

 

平成22年６月 

 

独立行政法人国際協力機構 

パキスタン事務所長 西片 高俊 
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評価結果要約表（和文） 
 

１．案件の概要 

国名：パキスタン・イスラム共和国 案件名：パンジャブ州識字行政改善プロジェクト（フ

ェーズ２） 

分野：基礎教育 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：パキスタン事務所 協力金額（2010年４月現在）：計約1.7億円 

先方関係機関： 

パンジャブ州識字・ノンフォーマル基礎教育局 

（ 英 ） Literacy and Non-Formal Basic Education

Department, Government of the Punjab（LNFBED） 

日本側協力機関名： 

協力期間：2007年８月～2010月８月 

他の関連協力： 

パンジャブ州識字行政改善プロジェクト（フェーズ１）

１－１ 協力の背景と概要 

パキスタン・イスラム共和国（以下、「パ」国と記す）においては、いまだに全人口の約半

数が非識字という状態であり、この数字は低識字の人口が集中する南アジア諸国においても最

低レベルである。このような実態にかんがみ、「パ」国内で最大の人口を抱える東部のパンジ

ャブ州では、地方分権化の機構改革の中で2002年８月に「識字・ノンフォーマル基礎教育局

（LNFBED）」を設立した。LNFBEDでは、公立学校にアクセスできない５～14歳の学齢期の子

どもに対しノンフォーマル基礎教育を実施、また15～35歳向けの成人の識字教育（識字教室）、

さらに初等教育を補完する就学前教育を実施し、識字率の向上を目指している。 JICAは

LNFBEDの要請に基づいて、LNFBEDを実施機関とする「パンジャブ州識字行政改善プロジェ

クト」（Punjab Literacy Promotion Project：PLPP）の技術協力を2004年７月から2007年７月まで

実施した。同プロジェクトでは識字マネジメント情報システム（Literacy Management Information 

System：LitMIS）が開発され、計画策定の中でいかに情報を収集・蓄積・活用するかが示され

た。また、主にモデル４県において、ノンフォーマル小学校（Non-Formal Basic Education School：

NFBES）及び成人識字センター（Adult Literacy Center：ALC）を開校・運営するプロセスを示

し、成果・インパクトが発現した。同プロジェクト（フェーズ１）終了時には、プロジェクト

の成果・インパクトを継続し、LNFBEDが計画していたLitMISの他31県への展開を行うために

は、州・県の更なる能力強化が必要であることが確認され、2007年８月末からフェーズ２を開

始した。2010年８月に終了が予定されているところ、これまでの成果を検証し、協力延長の要

否を判断するとともに、教訓・提言を抽出するために、終了時評価を実施した。 

 

１－２ 協力内容 

（１）上位目標：ノンフォーマル小学校と成人識字センターへのアクセス及び展開がパンジャ

ブ州内のパイロット地域から他地域へと拡大する 

（２）プロジェクト目標：パンジャブ州内にて識字・ノンフォーマル教育活動のためにLitMIS

（改訂版）を活用する戦略が構築される。 

（３）成果： 

１）改訂版LitMIS（Non-Formal Education Management Information System：NFEMIS）を

活用した識字・ノンフォーマル教育活動のマネジメントが、パイロット活動を通じて強

化される。 

２）識字・ノンフォーマル教育活動に関する改訂版LitMISの活用及びマネジメントがステ
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ークホルダー間で共有される。 

 

１－３ 投入（2009年12月まで） 

＜日本側＞ 

（１）専門家派遣 

長期専門家２名、短期専門家２名（派遣延べ５回）を派遣した。 

（２）研修員受入れ 

２名の研修員を本邦とタイ国での研修に派遣した。 

（３）機材供与 

NFEMIS用機材（コンピューター、プリンタ、スキャナなど）などを供与した。 

（４）プロジェクト関係費用 

日本人専門家の活動に必要な経費を支出した。終了時評価時点の支出費用の合計は、

約49,602千ルピー相当（2009年度まで。１ルピー＝1.056円《2010年３月》）。 

 

＜「パ」国側＞ 

（１）カウンターパート（C/P）配置 

人事異動のあった者を含め、州・県政府で延べ41名のC/Pを配置した。 

（２）ローカルコスト 

C/Pの人件費を負担し、県事務所における専門家、プロジェクトローカルスタッフの執務

スペース、セミナー・研修等の会場を提供した。 

２．終了時評価調査団の概要 

調査者 １．佐藤 俊也（団長） JICAパキスタン事務所次長 

２．水野 敬子（ノンフォーマル教育行政） JICA国際協力専門員 

３．江崎 千絵（評価企画） JICA人間開発部基礎教育第一課 

４．横田 千映子（評価管理） JICAパキスタン事務所員 

５．Nazia Seher（評価管理） JICAパキスタン事務所プログラムオ

フィサー 

６．田中 恵理香（評価分析） ㈱グローバルリンクマネージメント 

 社会開発部シニア研究員 

調査期間 2010年４月６日～2010年４月24日 評価種類：終了時評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

３－１－１ 成果の達成度 

（１）成果１ 

１）LitMISの改訂 

国立教育基金（National Education Foundation：NEF）との共同開発のもと、改訂版

LitMIS（改訂されたLitMISは本プロジェクトではNFEMISと呼ばれる）が完成し、す

でにパイロット県（District）でその有用性が試験され、今後は州政府による「モデル

県プロジェクト」で採用される予定である。NEFはPLPPとの協働事業に非常に意欲的

であり、NFEMISの開発及び試行に際して高いコミットメントを示してきた。また、

４月以降に順次NFEMISを全国展開する意向を有している。 

現行プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）改定時に懸念を指摘されてい

た、データの更新については、女性ヘルスワーカー（Lady Health Worker：LHW）に

よるデータの更新が可能であることが、パイロットプロジェクトを通して実証され

た。NFEMISでは、ノンフォーマル教育事業の計画・運営・モニタリングの一連の流
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れにおいて、県・州のマネージャーが事業実施の向上に活用できる32種のレポートを

製作することが可能となった（学習到達度については開発中）。NFEMISの識字・ノン

フォーマル教育マネージメントの現場への適応については、ハネワール、フシャーブ、

ラホールの３県のALC（PLPPのパイロット事業）及びNFBES（LNFBED事業）に加え、

NEFのラホール州事務所とムルタン・サルゴダエリア事務所（それぞれハネワール県

とフシャーブ県を管轄）にて試行された。 

終了時評価でのインタビューによれば、ALC及びNFBESの設置・計画が、データや

マッピングに基づき、地域的な重複がなくなるといった効果が指摘された。更には、

効果的な運営、ドロップアウトの防止・トラッキング、学習意欲の向上や学習内容の

質の向上を促進するモニタリング機能が加わり、より効果的になされるようになっ

た。 

２）教育計画の策定 

ユニオンカウンシル（Union Council：UC）及び村落1の教育計画を策定する活動が

実施され、その結果、５つのパイロットUC（ラホール県１、フシャーブ県２、ハネワ

ール県２）と22の村落で策定が完了している。策定されたプランをもとに、県識字局

の識字モビライザー（Literacy Mobilizer：LM）及び村落教育委員会（Village Education

Committee：VEC）によるモニタリングが実施されつつある。 

３）パイロット活動の実施 

パイロット３県（ラホール県、フシャーブ県、ハネワール県）において49のALCを

運営するパイロット活動が実施された。VEC、ユニオンカウンシル教育委員会（Union 

Council Education Commitee：UCEC）、県識字行政官などの関係者が主体となって一連

のプロセスをマネジメントできるよう、ファシリテーションを行うとともに、有効な

プロジェクトマネジメントのモデルを提示した。これらの活動を通じて、48名のALC

教員に対する識字教育法と学級運営に関する研修が実施された。識字教室登録者は積

極的に識字教室に参加している。ALCの参加者は、識字と職業スキルの能力を向上さ

せている。 

４）データ活用型ノンフォーマル教育マネジメントハンドブックの作成 

NFEMISを活用した「データ活用型ノンフォーマル教育マネジメント」のハンドブ

ックドラフトが完成した。今後、パイロットプロジェクトの結果・教訓、及び関係者

への研修に活用した結果を反映し、最終化する。 

     

 アウトプット１は、順調に達成されつつある。パイロット県においてNFEMISによる

データ活用型マネジメントの手法を実践する能力が向上しつつある。パイロット県のス

テークホルダーは、NFEMISから製作されるレポートに基づいて現状分析を行い、識字・

NFEマネジメントにNFEMISのデータを活用している。しかしながら、現在のところ、日

本人専門家とプロジェクトで雇用しているローカルスタッフが、パイロット県スタッフ

とステークホルダーに支援を行っており、LNFBEDには、NFEMISの運用を行う技術スタ

ッフは今後配置される予定である。LNFBEDにおいて効果的な識字・ノンフォーマル教

育マネジメントを確立するには、C/Pとステークホルダーに対する一層の能力強化を行う

ことが必要である。 

 

 

 

                                                  
1 「パ」国の行政区分は、州（Province）、県（District）、ユニオンカウンシル（Union Council）、村落（Village）となっ

ている。 
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（２）成果２ 

１）フォーラム・ワークショップの実施 

村からUC、県、州まで、それぞれのレベルでフォーラム・ワークショップが開催さ

れ、NFEMISの共有、県教育計画（District Education Strategic Plan：DESP）、ユニオ

ンカウンシル教育計画（Union Council Education Plan：UCEP）、村落教育計画（Village

Education Plan：VEP）の策定が進められた。 

２）LNFBED教育戦略計画の策定支援 

LNFBEDにおいて教育戦略計画2010-20（Strategic Plan of Literacy and Non-Formal

Basic Education Department, Government of the Punjab）の策定に対し、技術的支援及

びワークショップ等を通じたファシリテーションを行った。州政府主席次官（Chief

Secretary）に提出され合意された。 

３）LNFBED・県・その他ステークホルダーの能力強化 

主にオンザジョブ・トレーニング（On-the-Job Training：OJT）を通じて州・パイ

ロット県及びUCレベルの関係者に対する能力強化を行ってきた。また、県行政官向け

研修、LHWへの研修、NFBES/ALC教員のためのワークショップ、地理情報システム

（Geographic Information System：GIS）研修、LMの研修等が実施された。 

    

 アウトプット２は、順調に達成されつつある。ステークホルダーに対し各種フォーラ

ムやセミナーが開催され、NFEMISの共有が進んでいる。フォーラムやワークショップ

を通じ、ステークホルダーのNFEMISに対する理解が向上し、NFEMISを運用し活用する

能力が高まっている。LNFBEDにおいて教育戦略計画が策定され、２つの県とパイロッ

トUC、多くの村落において、DESP、UCEP、VEPが策定されている。 

 

３－１－２ プロジェクト目標と上位目標の達成見込み 

（１）プロジェクト目標達成度 

プロジェクト目標は、徐々に達成されつつあるといえる。州、県、UC、村落レベルで

教育戦略計画・教育計画が策定されている。LNFBEDに識字・ノンフォーマル教育を推

進するマネジメント体制が確立されつつあり、５つの部署（モニタリング、マネジメン

ト情報システム〔Management Information System：MIS〕、人材開発〔Human Resource 

Development：HRD〕、研究開発〔Research and Development：R&D〕、予算・会計〔Budgeting

& Accounting：B&A〕）の設置準備が進んでいる。パイロット活動は、州から草の根レ

ベルまでのステークホルダー及びALCで実施している職業訓練等に関連する他セクタ

ー関係者の関与により、円滑に運営されている。現時点では、州、県、UC、村落レベル

の活動の多くの部分を、日本人専門家とプロジェクトローカルスタッフが支援してお

り、パンジャブ州で識字・ノンフォーマル教育マネジメント戦略2を確立し、プロジェク

ト目標を十分達成するためには、C/P機関の能力強化と制度構築が必要である。 

 

（２）上位目標の達成見込み 

終了時評価時点で上位目標達成の見込みを正確に予測するには多少困難があるもの

の、プロジェクトの活動が今後もLNFBEDのイニシアティブで継続できれば、上位目標

達成の見込みはあるといえる。パンジャブ州計画開発局（Planning and Development 
Board, Government of the Punjab：P&D）では、すでに７件のプロジェクトが承認されて

                                                                                                                                                                   
2 プロジェクト目標に記載されている「戦略（Strategies）」には、様々な解釈が可能であるが、終了時評価では、Strategic 

Plan などの戦略計画文書のみならず、事業を計画・実施・モニタリングしていくための（戦略的な）体制全体を指す

ものとすることで合意した。 
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おり、これらプロジェクトの実施及び識字・ノンフォーマル教育活動の拡大にあたって

はNFEMISが活用されるものと見込まれている。NFEMISに基づきNFBESとALCの数と登

録者数が計算され、州教育戦略計画に盛り込まれている。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（１）妥当性 

妥当性は高い。 

１）「パ」国及びパンジャブ州において、識字は重要な課題である。「パ」国の識字率は54％

である（UNESCO EFA Global Monitoring Report）。パンジャブ州の識字率は、平均58％

（男性67％、女性48％）と低く、また、人口増加に伴い、非識字者人口が増加している

（州教育戦略計画）。識字率の向上には、フォーマル／ノンフォーマル教育の強化が不

可欠である。 

２）「パ」国政府は、識字教育に重点を置いている。 

３）日本の外務省による対「パ」国ODA方針では、①人間の安全保障の確保と人間開発、

②健全な市場経済の発展、③バランスのとれた地域社会・経済の発展、が基本方針とな

っており、①の３つの重点分野の中に、基礎教育の充実と諸格差の縮小が掲げられてい

る。 

 

（２）有効性 

有効性はおおむね高い。 

１）プロジェクト目標は達成されつつある。NFEMISに基づくデータ活用型マネジメント

に関する体制が整備されつつあるといえる。州教育戦略計画が完成し、戦略計画に基づ

き、LNFBEDに、新たに５つの部署の設置が進められており、人員の募集を開始してい

る。県、UC、村落でも教育計画の活用を進めようとしている。ただし、プロジェクト目

標を確実に達成するためには、一層の能力強化と制度化が必要である。 

２）プロジェクト目標とアウトプットは論理的に整合性がある。改訂版LitMIS（NFEMIS）

が完成することと、それが関係者に共有されることは、NFEMISを活用する体制の整備

に不可欠である。アウトプットのプロジェクト目標達成への貢献度は大きい。 

３）プロジェクト目標を達成するための外部条件については、大きな影響はなかった。

LNFBED、県のスタッフの交代がしばしば起こっている。そのため、専門家・プロジェ

クト現地スタッフからプロジェクトについて説明をするのに時間を要したことがある

が、プロジェクトの進捗に大きな影響はなかった。 

 

（３）効率性 

効率性は高い。 

１）比較的少ない投入でアウトプットが達成されつつある。投入は適切に実施・活用され

ている。また、投入はすべて適切に活用されている。十分な活動が計画・実施され、ア

ウトプットの達成につながった。 

２）長期・短期専門家の派遣は適切であり、プロジェクトローカルスタッフはNFEMIS開

発とデータ活用型マネジメントサイクルの実施に適切な活動を行った。供与した機材

は、サーバー用マシンやデスクトップPCなど限られているが、効率的な活動を行うため、

適切に選定された。 

３）「パ」国側は、人員・予算の可能な範囲で必要な投入を行ったが、C/Pの配置、特に技

術的C/Pの配置は十分ではなかった。 
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（４）インパクト 

  正のインパクトが見込める。 

１）LNFBEDが一層の能力強化を図りイニシアティブを発揮してプロジェクトでの活動を

順調に継続していけば、上位目標の達成が期待できる。 

２）プロジェクトで確立されたデータ活用型マネジメントを適用して識字・ノンフォーマ

ル教育プロジェクトを州内に普及する計画があり、県のパイロット地区以外において、

すでに活動を拡大する準備が進められている。 

３）NFEMISの開発でプロジェクトと協力したNEFでも、データ活用型マネジメントをパ

ンジャブ州内及び全国の他地域に拡大する具体的計画を有している。NEFによる

NFEMISの普及により、プロジェクトの成果の拡大が進むものと期待される。 

 

（５）自立発展性 

  人材・予算の配置も含めた組織的な能力が向上すれば、自立発展性は見込める。 

１）政策面では、識字・ノンフォーマル教育に関する問題の深刻さから、識字・ノンフォ

ーマル教育の向上は今後も「パ」国の重点分野であると考えられる。国家教育政策等の

政策文書でも明らかであり、国家識字カリキュラムが策定されていることからも識字を

重視している方針がうかがえる。 

２）財政面の自立発展性は現時点では高くない。LNFBEDの予算は現在のところ潤沢では

ないが、州教育戦略計画が策定され予算計画が明確になったことで、今後予算が確保さ

れやすくなる見通しである。 

３）技術的自立発展性はある程度見込まれる。C/P機関は活動を継続する意思がある。C/P

は、プロジェクトの活動を通じある程度訓練されたが、自分たちだけでNFEMISを運用

しモニタリングを継続するには、まだ能力が十分とはいえない。 

 

３－３ 効果発現に関する貢献・阻害要因 

（１）計画内容に関すること 

＜貢献要因＞ 

パイロットALCの運営を実証活動として計画に取り入れたこと、草の根レベルまでを巻

き込んだ活動実施を計画したことが挙げられる。 

 

＜阻害要因＞ 

特になし。 

 

（２）実施プロセスに関すること 

＜貢献要因＞ 

NFEMISの開発において、キャパシティのある連邦機関と協調したことは、MISの開発の

質を高めたのみならず、全国への波及効果をもたらした。 

 

＜阻害要因＞ 

LNFBEDの次官の頻繁な交代や、プロジェクトに関する方針の変更によりPDMの枠組み

を二度改訂することとなったことは、プロジェクト前半の円滑な進捗に重大な影響を与え

た。運営指導調査によって「パ」国側と協議を重ね、PDMを改訂した後は、日本側・「パ」

国側の協調により、新しい計画に基づいて活動が円滑に実施された。 
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３－４ 結論 

PDM改訂後プロジェクト期間の後半は、プロジェクトは順調に進捗した。プロジェクト終了

までに予定していた活動はほぼ完了する見込みで、アウトプットは達成されつつある。主にプ

ロジェクト実施プロセスにおけるOJTを通じて、州及び県レベルのC/Pの能力が強化されてお

り、プロジェクト目標はおおむね達成される見込みである。草の根レベルから州レベルまでの

多様なステークホルダーの関与のもと、NFEMISを開発し、NFEMISに基づいた有効なデータ活

用型マネジメントを開発するためのパイロット活動を実施した。こうした活動により、ステー

クホルダーの能力が強化され、マネジメントが向上している。 

しかしながら、多くの取り組みはプロジェクト日本人専門家及びローカルスタッフのサポー

トにより実施しているのが現状である。データ活用型ノンフォーマル教育マネジメントが州及

び県レベルで持続的に実施されていくためには、LNFBED内の体制整備及び関係者の能力強化

が不可欠であり、それら更なる協力によって上位目標の達成見込みが高まる。 

LNFBEDは、10か年戦略計画に基づき、州政府内にMIS、モニタリング、人材開発部門を設

置するべく、具体的な人員配置を進めている。また、フシャーブ県、ハネワール県を含むモデ

ル４県識字プロジェクト（州政府PC I）を改訂し、2014年までの予定で新規NFBESの設置・運

営を行っていく。右の取り組みに合わせ、州及び県政府の能力育成を行い、NFEMISの制度化

及び定着を促進することが重要である。そのため、プロジェクト期間を６か月延長し（2011年

２月まで）、以下の取り組みを行うこととする。 

（１）LNFBED MIS、モニタリング、人材開発部門の能力強化 

（２）モデル４県識字プロジェクトの進捗に合わせた州及び県の能力強化 

（３）LNFBED MIS部門による州内32県へのNFEMIS普及の支援 

 

３－５ 提言（延長期間にLNFBEDとプロジェクトが協働で行うべき事柄） 

（１）LNFBEDの能力開発を促進する 

１）MIS、モニタリング、人材開発部門の制度化・常設化 

２）改訂版LitMISの活用におけるLNFBEDの技術面での能力開発 

 

（２）LNFBEDが実施するすべての識字・ノンフォーマル事業にデータ活用型マネジメントを

適用する 

 

（３）パイロット事業の成果を取りまとめ、他の地域に普及させる 

１）データ活用型マネジメントや質向上についての観点から、パイロット事業の成果、イ

ンパクト、課題について分析し、普及に向けて文書に取りまとめる。 

２）パイロット県が、パイロットUCにて蓄積された好事例や教訓を、EFAフォーラムを通

じてその他のUCに広めていくのを支援する。 

３）データ活用型ノンフォーマル教育マネジメントハンドブック研修モジュールの取りま

とめや研修実施において、パイロット事業で経験を積んだ人材を活用する。 

 

（４）他のプロバイダーが実施するノンフォーマル・識字事業におけるデータ活用型マネジメ

ントの適用を促進する。 

 

（５）最終セミナーを実施し、より広いステークホルダーに対する経験と教訓を共有する。 

 

（６）教育局や他の主要な関係者とLNFBEDの協働体制を強化する。 
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３－６ 教訓 

（１）データ活用型マネジメントアプローチの有効性 

データ活用型マネジメントは、関係者の考え方に変化をもたらすとともに、草の根レベ

ルから行政レベルの能力を伸ばす有効な方策である。 

 

（２）NFE実施における多様なステークホルダーの包摂 

NFEは、公共セクターのみならず民間セクターにより積極的に実施されている。したが

って、プロジェクトにおいてNFEのツールを開発する際には、多様なステークホルダーを

巻き込み、彼らの意見を取り込むことにより、汎用性の高いツールを作り上げることが可

能となる。特にNFEにおいて重要なのはコミュニティの参加である。 

 

（３）成人識字クラスの効果的な実施と継続性 

スキルトレーニングを組み合わせた成人識字は、学習者の参加意欲を高めるとともに、

中退率を減らす上で効果がある。コミュニティ動員や成人識字クラスの開始から、学習者

やコミュニティの主体性に基づく継続的な活動を促進するようなファシリテーションを

組み込んでいく必要がある。 

 

（４）識字・教育から派生するコミュニティ活動の広がり 

識字と教育の問題は不利な立場にある多くのコミュニティが直面する基本的かつ共通

の課題の一つである。したがって、共通の課題の下、コミュニティが共に問題に対処する

方策を考えることは、将来的に他の社会セクターに関連する課題への対処につながってい

くと考えられる。 

 

（５）初等教育の完全普及に向けたフォーマル教育・ノンフォーマル教育の協働 

NFEの実施において、まずは基礎教育に関する課題全体を分析・把握し、フォーマル教

育・ノンフォーマル教育の役割を検討することが必要である。このような分析に基づいた

最適な介入を行うことが効果的であり、フォーマル教育・ノンフォーマル教育両者による

協働が肝要である。 
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Summary of Terminal Evaluation 

1. Outline of the Project 

Country：Islamic Republic of Pakistan Project title：Punjab Literacy Promotion Project Phase-II 

(PLPP) 

Issue/Sector：Basic Education Cooperation Scheme：Technical Cooperation Project 

Division in Charge：JICA Pakistan Office Total cost（As of April 2010） 

Total：Approximately 170million Yen 

 

Partner Country’s Implementing Organization：  

Literacy and Non-Formal Basic Education Department, 

Government of the Punjab (LNFBED) 

Supporting Organization in Japan：  

Period of Cooperation：August 2007 – 

August 2010 

Related Cooperation： 

Punjab Literacy Promotion Project Phase-I  

1-1 Background of the Project 

JICA, in close collaboration with LNFBED, implemented Punjab Literacy Promotion Project (Phase I) from 

July 2004 to July 2007.  In PLPP Phase I, JICA shared the responsibility for the capacity building of the 

“Model Districts for Literacy Campaigns to Achieve 100% Literacy Project” (Model Districts Project) in 

terms of developing Literacy Management Information System (LitMIS) and its utilization.  In August 

2007, based on the request from the Government of Pakistan, PLPP Phase II was started with an aim to 

expand LitMIS throughout the Punjab Province within the project duration of three years.   

 

1-2  Project Overview 

(1) Overall Goal：Access to and coverage of Non-Formal Basic Education (NFBE) schools & Adult 

Literacy Centers (ALCs) is expanded from pilot areas to other districts of Punjab Province. 

(2) Project Purpose：Strategies to utilize Modified LitMIS for literacy/NFE activities in Punjab Province are 

developed.  

(3) Output： 

 Output 1 

Literacy/NFE project management is strengthened based on Modified LiMIS through pilot 

activities. 

 Output 2 

Application and management of Modified LitMIS in literacy/NFE activities is shared among 

stakeholders. 

    

1-3 Inputs 

（As of April 2010） 

＜Japanese side＞ 

Long-term expert    2 

Short-term expert    5     
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Acceptance of trainees  (in Japan and Thailand)    2  

Equipment supplied    Data management equipment (computers, printers, etc.) 

Local Cost    PKR 49,602,000 (up to March 2010)   (US$1=PKR84.5: as of 1 April 2010) 

＜Pakistani side＞ 

Counterparts (CP)    41 

Local cost   Personnel cost for CP,  provision of office space in District, venue for seminars 

and training courses 

2. Evaluation Team 

Members 

of 

Evaluation 

Team 

1. Mr. Toshiya Sato (Team Leader)  Senior Representative, JICA Pakistan Office 

2. Ms. Keiko Mizuno (Non-Formal Education Management)  Senior Advisor (Education), 

JICA Headquarter 

3. Ms. Chie Ezaki (Evaluation Planning) Basic Education Division I, Human Development 

Department, JICA Headquarter 

4. Ms. Chieko Yokota (Evaluation Coordination) Representative, JICA Pakistan Office 

5. Ms. Nazia Seher (Evaluation Coordination) Senior Program Officer, JICA Pakistan Office 

6. Ms. Erika Tanaka (Evaluation and Analysis)  Senior Researcher, Global Link Management 

Inc. 

Period of 

Evaluation 

4 April 2010 –24 April 2010 Type of Evaluation：Terminal evaluation

3. Results of Evaluation 

3－1 Summary of Evaluation Results 

(1) Relevance 

Relevance is high in terms of needs and policy in Pakistan, Japanese Official Development Assistance 

(ODA) policy, and project design. 

 Literacy is a priority issue in Pakistan and in Punjab Province.  Literacy rate in Pakistan is 54%. 

（UNESCO EFA Global Monitoring Report). In Punjab Province, the average literacy rate is 58% 

(male: 67%, female: 48%).  Also the population of illiterates is increasing.  While strengthening 

formal education is important to eradicate illiteracy, it is also necessary to provide literacy and NFE 

with illiterate adults and out-of-school children. 

 The Pakistani government put a priority on Literacy and Non-Formal education in its education policy.  

 In ODA policy by the Japanese Foreign Ministry toward Pakistan, the priority areas are; 1) Ensuring 

Human Security and Human Development, 2) Development of Sound Market Economy, and 3) 

Achievement of Balanced Regional Socio-economic Development.  ‘Improvement of Basic Education 

and Reduction of Various Disparities’ is one of the pillars in ‘Ensuring Human Security and Human 

Development’.  

 

(2) Effectiveness 

Effectiveness is high in general.   

 Project Purpose is being achieved.  Data-Driven Management system, utilizing Modified LitMIS 

(NFEMIS) is being established.  Provincial Strategic Plan was developed and five wings are in the 
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process of establishment and recruiting has been already started. Utilization of Education Plan is 

discussed at District, Union Council (UC), and Village levels. However, further capacity development 

and institutionalization is necessary to fully achieve Project Purpose. 

 There is not much adverse influence of the Important Assumptions to achieve Project Purpose. There 

occurred frequent change of staff at LNFBED and Districts, however, through the explanation, no 

significant influence in overall project implementation has been observed. 

 

(3) Efficiency 

Efficiency is high.   

 Outputs are produced by the relatively small amount of inputs.  Inputs were implemented 

appropriately. 

 Japanese side dispatched experts with appropriate experiences and high commitment.  Local staff hired 

by JICA's financial support implemented appropriate activities in development of NFEMIS and 

implement Data-Driven Management cycle.  Small amount of equipment, such as server machines and 

desktop PCs, was appropriately selected and provided to implement activities efficiently.   

 Pakistan side has allocated human resources and budget within its capacity.  However, assignment of 

counterparts, especially technical counterparts, was not sufficient. 

 

(4) Impact 

Positive impact is expected.   

 Overall Goal is expected to be achieved if the activities are smoothly continued with the initiative of 

LNFBED with enhanced capacity. 

 There is a plan to expand literacy/NFE projects in Province, utilizing Data Driven Management 

established by the Project and preparation has been started to expand activities outside pilot sites in 

Districts.   

In addition, NEF, which collaborated with the Project in development of NFEMIS, is planning to expand 

Data-Driven Management system to Punjab and other areas nationwide.  

 

(5) Sustainability 

Sustainability can be expected, if institutional capacity is strengthened, including personnel and budget 

allocation.  

 In policy aspect, promotion of literacy/NFE continues to be priority area in terms of its seriousness. 

It is clear in the policy paper such as National Education Policy and National Curriculum for Literacy. 

 Financial sustainability is not high at the moment.  The budget of LNFBED is not abundant currently. 

However, as Provincial Strategic Plan has been developed in the Project implementation process, and 

the Plan states budget planning, there is expectation that budget can be more effectively secured in the 

future.   

 Technical sustainability is expected to some extent.  CP organizations have intention to continue 

activities.  CPs are trained through project activities but they are not fully able to manage NFEMIS and 

conduct monitoring on their own yet.   
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3-2 Factors that promoted and impeded realization of effects 

(1) Promoting Factors 

Promoting factors are; incorporation of ALC activities into planning as demonstration activity, planning 

of activities with involvement of grass roots level stakeholders. The Project collaborated with the NFE, 

Federal Organization with capacity, and it resulted in the improved quality of MIS as well as nationwide 

expansion. 

(2) Impeding Factors 

One impeding factor is the delay of establishing framework due to frequent change of LNFBED 

Secretaries and policy change.  The Project revised PDM twice in line with the LNFBED policy and 

implemented activities in collaboration between Pakistani and Japanese sides. 

 

3-5 Conclusion 

The Project is implemented smoothly in the latter half of the project period after the revision of PDM. 

Planned activities are expected to be completed and Outputs are being achieved. The project has 

successfully modified LitMIS into NFEMIS through involving diversified stakeholders from 

Village to Provincial levels, and has carried out pilot activities to develop the effective 

Data-Driven Management with NFEMIS which are bringing about management improvement 

through the capacity building of stakeholders.  

However, they are still conducting literacy/NFE management such as overall planning, monitoring, and 

data operation with support of Japanese experts and Project staff.  It is still necessary to further develop the 

institutional capacity at Provincial, District, UC, and Village levels to fully achieve Project Purpose, to 

enhance sustainability, and to contribute to the achievement of Overall Goal. 

Now that the LNFBED is in the process of establishing MIS, Monitoring, Human Resource 

Development (HRD) wings which will be responsible for Data-Driven Management with 

NFEMIS throughout the Province (targeting all the 36 Districts), and is going to commence 

the Model Project implementation in the four Districts, it is necessary to strengthen the 

capacity of Provincial government as well as District governments during the course of those 

activities in order to institutionalize NFEMIS and enhance its sustainability. In order to fulfill 

those aims, it is confirmed that extension is necessary for another six months up to February 

2011 to achieve outputs on three areas as follows; 

(1) Capacity building of Provincial institutions, especially for MIS, Monitoring and HRD wings 

(2) Capacity building of Model Project Implementation Unit in parallel with its implementation 

(3) Expansion on NFEMIS to other 32 Districts than model Districts in Punjab through MIS wing. 

 

3-6 Recommendations 

(1) Capacity Development of LNFBED 

   1) Institutionalization of MIS, Monitoring and HRD wings 

   2) Technical Capacity Development of LNFBED Staff on Utilization of NFEMIS 

(2) Applying Data-Driven Management with NFEMIS to all the Literacy/NFE Projects to be implemented 

by LNFBED  
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(3) Compilation and Dissemination of the outcomes of the pilot activities to other areas/Districts 

1) Making an analysis of the outcomes, impact, challenges of the pilot activities from the perspectives 

of Data-Driven Management with NFEMIS and the quality improvement, and compiling a 

document for dissemination, which may be incorporated into the Data-Driven Management Hand 

book.  

2) Facilitating the Pilot Districts to share good practices and lesson learned by the Pilot Union 

Councils with other Union Councils through District EFA Forums for dissemination.  

3) Utilizing human resources capacitated through pilot activities in elaboration of training modules of 

Data-Driven Management Handbook, and implementation of the training based on the said 

modules.  

(4) Promoting the application of Data-Driven Management with NFEMIS to Literacy/NFE activities 

implemented by other NFE providers 

(5) Organizing a wrap-up seminar to disseminate the experiences and lessons learned by the Project to 

wider stakeholders  

(6) Strengthening the coordination between LNFBED, Education Department and other major stakeholders

 

3-7  Lessons Learned 

(1) Effectiveness of utilizing Data-Driven Management approach 

   Data-Driven Management can be an effective way to change the mindset of stakeholders and to develop 

their capacity from grassroots to District levels. 

(2) Inclusion of diversified stakeholders in NFE 

NFE is implemented by various service providers ranging from public sector to private sector such as 

NGOs and CBOs.  When developing NFE tools, it is important to involve various stakeholders and 

accommodate their opinions so that outcomes could be shared, thereby possibly be expanded beyond the 

direct partner.  In addition, good understanding and active participation of community are the keys to 

precisely approach the target population and facilitate the service delivery. 

(3) Effective delivery and Continuity of ALC 

ALCs incorporating skill trainings can be an effective way of delivering literacy education with 

improved contents, by increasing the motivation of learners and reducing the ratio of drop outs. 

Facilitation to encourage such continuous activities based on the initiative of learners and community 

people needs to be incorporated from the beginning of community mobilization and ALCs. 

(4) Expanding community mobilization starting from literacy/education issues 

Literacy and education issue is one of the basic and common issues that majority of disadvantaged 

community people are facing.  Therefore, it can be a good start for them to get together and learn how 

to collectively address to the issue, which can gradually be expanded to other issues relating to wider 

social sectors (health, water and sanitation etc.).   

(5) Multiplied efforts by Formal Education and NFE Sectors towards the Universal Primary Education 

In case of intervention into NFE sector, it is necessary to analyze and identify overall basic education 

issues as well as roles of Formal and Non-Formal Education sectors.  Based on such analysis, it is 

effective to develop the optimal intervention, and the harmonized efforts by both sectors are essential.   



－1－ 

第１章 終了時評価調査概要 
 

１－１ 調査の背景と目的 

１－１－１ 調査の背景 

パキスタン・イスラム共和国（以下、「パ」国と記す）においては、1991年時点で34.9％であ

った識字率（Literacy and Non-Formal Basic Education Department, Government of the Punjab：

LNFBED）が2005年には53％へと上昇している（2008年には56％）。しかしながら、いまだに全

人口の約半数が非識字という状態であり、この数字は低識字の人口が集中する南アジア諸国に

おいても最低レベルである。このような実態にかんがみ、「パ」国内で最大の人口を抱える東部

のパンジャブ州では、地方分権化の機構改革の中で2002年８月に「識字・ノンフォーマル基礎

教育局（Literacy and Non-Formal Basic Education Department, Government of the Punjab：LNFBED）」

を設立した。LNFBEDでは、公立学校にアクセスできない５～14歳の学齢期の子どもに対しノン

フォーマル初等教育（５年生までの小学校)1を実施、また15～35歳向けの成人の識字教育（識字

教室)2、さらに初等教育を補完する就学前教育を実施し、識字率の向上を目指している。LNFBED

では、州内のモデル４県（DGハーン、ハネワール、フシャーブ、マンディーバハーウッディー

ン）において、「識字率100％を目指した識字教育促進のためのモデル県識字事業」（以下、「モ

デル県プロジェクト」と記す）を2004年に開始し、実施している。これは適切な計画に基づい

て、資源を適正に配分することで、５～14歳児童の就学改善、15～35歳成人の識字率向上を４

年間で目指すものである（実施期間は2004～2009年。プロジェクト改定がなされ、2014年まで

実施の予定）。 

2004年７月から2007年７月まで実施した「パンジャブ州識字行政改善プロジェクト フェー

ズ１」では、識字マネジメント情報システム（Literacy Management Information System：LitMIS）

が開発され、計画策定の中でいかに情報を収集・蓄積・活用するかが示された。また、主にモ

デル４県において、ノンフォーマル小学校（Non-Formal Basic Education School：NFBES）及び成

人識字センター（Adult Literacy Center：ALC）を開校・運営するプロセスを示し、成果・インパ

クトが発現した。フェーズ１終了時には、プロジェクトの成果・インパクトを継続し、LNFBED

が計画していたLitMISの他31県への展開を行うためには、州・県の更なる能力強化が必要であ

ることが確認された。 

これらを背景とし、LNFBEDの要請に基づき、2007年８月末から３年間の予定でフェーズ２を

開始した。しかしながら、次官の交代によりLitMISのモデル県ほか31県への普及の前提とされ

ていた「LitMISセル整備計画プロジェクト」が2007年12月に中止された。その後もC/P次官の度

重なる交代により、プロジェクトの活動目的が十分に理解されない状況が続いた。2008年12月

に実施された運営指導調査団では、パイロットプロジェクトを通じてLitMISの改訂を行いその

活用法をガイドラインにまとめること、LNFBEDのみならずパンジャブ州他局、連邦関連機関、

大学、国際機関、NGOなどのステークホルダーを巻き込み改訂版LitMISの活用法を共有するこ

との２点を柱とし、プロジェクトフレームワークの見直しを行った。 

上記プロジェクトフレームワークの見直しを受け、2009年１月からは連邦、州、県及びその

                                                 
1 ノンフォーマル小学校は、フォーマル小学校へのアクセスができない子ども、フォーマル小学校からドロップア

ウトした子どもを対象としている。休暇を短縮し、小学校５年分の教育を３年半（40 か月）で実施し、学校施

設のないところでは、教員の自宅や村の集会所等において複数学年を対象に授業を行うことが特徴である。 
2 成人識字教室は６か月を期間とし、読み書き・計算、及び簡単なコーランや読解力を養うもの。 
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他のステークホルダーとの協議を通じて、LitMISの改訂、パイロット活動等に取り組んでいる。 

 

１－１－２ 調査の目的 

本件は2010年８月に終了が予定されているところ、終了時評価を実施し、これまでの成果を

検証し、協力延長の要否を判断するとともに、教訓・提言を抽出する。 

 

（１）これまで実施した協力活動全般について、改訂版プロジェクト・デザイン・マトリック

ス（PDM）に照らし、計画達成度（投入実績、活動実績、プロジェクト成果の達成状況）

を把握する。 

（２）上記（１）を踏まえたうえで、JICA事業評価ガイドラインに沿って評価５項目の観点か

らプロジェクトの評価を行う。 

（３）プロジェクトにおいて支援しているNFEMIS（Non-Formal Education Management Information 

System＝改訂版LitMIS）の定着と拡大に向けた「パ」国側（LNFBED及び国立教育基金3

〔National Education Foundation：NEF〕）の今後の計画及びイニシアティブについて確認し、

日本側及び「パ」国側の今後の対応、プロジェクト延長及び延長後の活動につき提言を行

う。 

（４）評価結果から他のプロジェクトの形成、運営、評価等の参考となる教訓を導き出す。 

 

１－２ 調査団の構成と調査期間 

１－２－１ 調査団の構成 

担当 氏名 所属 

団長 佐藤 俊也 JICAパキスタン事務所次長 

ノンフォーマル教育行政 水野 敬子 JICA国際協力専門員 

評価企画 江崎 千絵 JICA人間開発部基礎教育第一課 

評価管理 横田 千映子 JICAパキスタン事務所員 

 Nazia Seher JICAパキスタン事務所プログラムオフィサー 

評価分析 田中 恵理香
㈱グローバルリンクマネジメント 社会開発部シニ

ア研究員 

 

１－２－２ 調査期間 

現地調査：2010年４月６日（火）～４月24日（土） 

日程 活動 

４月６日 火 ラホール着 

７日 水 ラホールパイロット活動サイト訪問 

                                                 
3
  国立教育基金（NEF）は 1994 年に設立された基礎教育の促進を目的とする連邦教育省直轄の独立機関である。全国

に６の州事務所（北方地域及び AJK を含む）と 54 のエリア事務所を有し、約 14,000 のノンフォーマル小学校及び

約 700 の成人識字・スキルディベロップメントセンターを運営している。 
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８日 木 

LNFBEDとのミーティング 

パンジャブ州計画開発局とのミーティング 

PLPPプロジェクトオフィスとのミーティング 

９日 金 ラホールNEF事務所及びサイト訪問 

10日 土 資料整理 

11日 日 資料整理 

12日 月 フシャーブ県パイロット活動関係者とのミーティング 

13日 火 

（イスラマバード） 

ユネスコとのミーティング 

NEF本部とのミーティング 

14日 水 PLPPプロジェクトオフィスとのミーティング 

15日 木 
LNFBED、パイロット県関係者等とのミーティング 

ムルタンへ移動 

16日 金 ムルタンNEF事務所及びサイト訪問 

17日 土 ハネワール県及びパイロット活動サイト訪問 

18日 日 
ラホールへ移動 

M/M団内協議 

19日 月 
ラホールNEF事務所訪問 

ラホールパイロット活動サイト訪問 

20日 火 パンジャブ州計画開発局及びLNFBEDとのM/M協議 

21日 水 M/M最終調整 

22日 木 
M/M署名 

イスラマバードへ移動 

23日 金 
大使館報告 

イスラマバード発 

24日 土 日本着 

 

１－３ 対象プロジェクトの概要 

前述のとおり、フェーズ２開始後にLitMISのモデル県ほか31県への普及の前提とされていた

「LitMISセル整備計画プロジェクト」が2007年12月に中止されたことを発端として、プロジェク

トのフレームワークの調整を行うことを余儀なくされる状況が続いた。LNFBEDの一プロジェクト

である識字プログラム（Literacy Program：LP）内にResearch & Training Wing及びIT Wingを設置

することによって州LitMIS機能を代替するとの方針転換のもとに協議を重ね、2008年３月にLPの

能力強化を通してLitMISの州内普及を行うかたちでR/D及びPDM（主に活動）を修正した。 

しかしながら、2008年２月総選挙による政権交代の影響を受けて当時のRauf次官は2008年４月

に交代となり、その後９名次官が交代した（うち７名は他局との兼任）。C/P次官の度重なる交代

により、これまでの合意内容とJICAプロジェクトの活動目的が正確に把握されずに修正R/Dに基づ

いた活動が予定どおりに進まないうえ、実施体制・調整能力が脆弱なLNFBEDと協力の枠組みを構

築することが難しい状況にあった。 

2008年12月に実施された運営指導調査団では、州及び県政府の実施能力にかんがみ、州・県が



－4－ 

継続的に更新し持続的に活用できるよう、パイロットプロジェクトを通じてLitMISの改訂を行い

その活用法をガイドラインにまとめる必要があること、LNFBEDのみならずパンジャブ州他局、連

邦関連機関、大学、国際機関、NGOなどのステークホルダーを巻き込み改訂版LitMISの活用法を

共有することが持続性の担保につながることを確認し、プロジェクトフレームワークの見直しを

行った。 

 

プロジェクトの概要 

【オリジナル】 

上位目標 パンジャブ州において識字率が州EFA計画の数値以上に維持される。 

プロジェクト

目標 

LNFBEDが、LitMISに基づいて適正に事業を実施する。 

成果 １ LNFBEDのLitMISを活用した事業管理能力が強化される。 

２ モデル県における事業のマネジメント能力が向上する。 

 

【2008年12月R/D修正】 

上位目標 NFBESとALCへのアクセス拡大及びノンフォーマル活動の展開がパンジャブ

州内のパイロット地域から他地域へと拡大する。 

プロジェクト

目標 

パンジャブ州内にて識字・ノンフォーマル教育活動のために改訂版LitMISを

活用する戦略が構築される。 

成果 １ 改訂版LitMISを活用した識字・ノンフォーマル教育活動のマネジメント

が、パイロット活動を通じて強化される。 

２ 識字・ノンフォーマル教育活動への改訂版LitMISの活用及びマネジメン

トがステークホルダー間で共有される。 

 

上記プロジェクトフレームワークの見直しを受け、2009年１月からは連邦、州、県及びその他

ステークホルダーとの協議を通じて、LitMISの改訂、パイロット活動等に取り組んでいる。それ

までの「LitMIS」＝コンピュータシステム・データベースの活用というPLPPのイメージを脱却し、

より広い意味でのデータ活用を明確化するため、「データ活用型ノンフォーマル教育マネジメン

ト」の開発と促進を活動の柱とし、2009年４月に着任したMr. Haseeb Athar識字局次官のリーダー

シップのもと、LNFBEDと密な連携を行いながらプロジェクト活動が進められてきた。プロジェク

ト活動は主に、LitMISの改訂（すなわちNFEMISの開発）、パイロットプロジェクトの実施、村・

ユニオンカウンシル（Union Council：UC）・県教育計画の策定支援、州ストラテジックプランの策

定支援、関係者の能力強化に取り組んできた。 

Athar次官は着任直後からLNFBEDの体制の脆弱さを理解し、その強化のためにPLPPとの協働を

戦略的に活用するとともに、相応のコミットメントを示してきた。ストラテジックプランに則っ

たLNFBEDの能力強化を遂行する意志を強く持ち、LNFBEDにMonitoring and Evaluation Wing, 

Human Resource Development Wing, Research & Development Wingを設置するPC-1（プロジェクト計

画書１）を州政府内で承認させた。また、モデル県プロジェクトのPC-1が2014年まで改定された

ことを受けて、PIU（Project Implementation Unit）を設置しNFEMISに基づく計画・実施・モニタリ

ングを実践していく計画である。 
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LNFBEDは、上記の組織体制整備に伴い、組織の能力強化、特にモニタリング評価（Monitoring and 

Evaluation：M&E）、マネジメント情報システム（Management Information System：MIS＝NFEMISの

運用）、コミュニティモビライゼーション、ノンフォーマル教育意識向上キャンペーンといった分

野における継続支援を強く希望している。 

2010年３月には、Punjab Education FoundationやAga Khan Foundationでの経験を有する教育専門家

であるDr. Allah Bakhsh Malikが次官となった。 
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第２章 評価調査の方法 
 

２－１ 評価調査のデザイン 

本プロジェクトの評価調査は「JICA事業評価ガイドライン」に基づいて行われた。PDM、活動

実施計画表（PO）に基づき、主に以下の点を評価するものとする。 

（１）PDMの指標に基づいたプロジェクトの実績、成果達成度、目標達成度の調査 

（２）実施プロセスの検証 

（３）評価５項目に基づく分析 

（４）教訓・提言の抽出 

（５）協議結果を双方の合意事項としM/Mを締結 

    

評価５項目は以下のとおりである。 

    

（１）妥当性 

評価時点においても、プロジェクト目標、上位目標が妥当であるかどうかを、「パ」国政府

の政策、裨益者のニーズ、日本の援助政策との整合性、プロジェクト・デザインの適切性の

観点から検討する。 

 

（２）有効性 

プロジェクトのアウトプットの達成の度合い、及びアウトプットがプロジェクト目標の達

成度にどの程度結びついているかを検討する。 

 

（３）効率性 

プロジェクトの投入から生み出される成果の程度は、タイミング、質、量の観点から妥当

であったかどうかを分析する。 

 

（４）インパクト 

プロジェクトが実施されたことにより生じる波及効果の正・負の効果を、当初予期しなか

った効果も含め検討する。 

 

（５）自立発展性 

協力終了後、プロジェクトによってもたらされた成果や効果が持続されるか、あるいは拡

大されていく可能性があるかどうかを予想するために、制度的（政策的）側面、財政的側面、

技術的側面からプロジェクトの自立発展性の見込みを考察する。 

    

上記評価５項目を踏まえ、評価グリッドを作成し、評価グリッドに基づいて関係者へのインタ

ビュー、質問票による調査を行った。評価グリッドの詳細とその結果については、付属資料３の

Annex 2を参照されたい。 
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２－２ データ・情報の収集方法 

本調査の主なデータ・情報の収集方法は、プロジェクト関係書類の分析（文献調査）、現地視察、

プロジェクト関係者とのインタビューである。 

 

（１）国内作業 

１）プロジェクト関連資料を収集、分析 

・専門家報告書（長期専門家、短期専門家） 

・プロジェクト進捗報告書 

・運営指導調査団報告書 

・「パ」国側開発プロジェクト計画書（PC-1） 

・LNFBEDストラテジックプラン 

・県、UC、村レベルの教育計画 

・「パ」国教育政策文書 

２）実施プロセス、実績と達成度、評価５項目に関する評価グリッドを作成 

 

（２）現地調査 

１）現場視察 

ラホール県、ハネワール県を訪問し、各県のプロジェクト関係者（県、UC、村レベルそ

れぞれ）と意見交換、インタビュー調査を行った。また、NFBES及びALCを訪問し、教員、

学習者、コミュニティメンバーにインタビューを行った。外国人の立入りが制限されてい

るフシャーブ県に関しては、関係者をラホールに招聘しインタビューを行った。 

２）プロジェクト関係者との面談・協議 

日本人専門家、プロジェクトスタッフ、LNFBED職員等に対するヒアリング、意見交換及

び協議を行った。 
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第３章 評価結果 
 

３－１ プロジェクトの実績 

３－１－１ 投入実績 

日本側、「パ」国側双方の投入概要、及び各投入の詳細は以下のとおり。 

 

（１）投入概要 

１）日本側 

・長期専門家 「プロジェクト・アドバイザー／教育行政」１名 

（2008年８月に小出拓巳専門家から大橋知穂専門家へ交代） 

・短期専門家 「識字行政（能力育成／研修計画）」１名 田中香専門家 

（２MM、2008年１～３月） 

「ノンフォーマル教育マネジメント」１名 奥川浩士専門家 

（10MM、シャトル型 2009年４月～2010年８月） 

・C/P研修（課題別研修枠）「アジア地域ノンフォーマル教育拡充」 

州識字局２名（2008年度、2009年度） 

・機材供与 LitMIS管理のためのコンピューター機材（州識字局・県政府・郡政府） 

・プロジェクト経費 約6,200万円（2009年度まで） 

 

２）「パ」国側 

・人材 州C/P 州次官、次官補、副次官補（官房）、副次官補（計画） 

・人材 県C/P 県識字主席行政官、県識字行政官ほか識字局スタッフ 

・パイロット地区におけるNFBESの運営 

 

３－１－２ 活動実績 

（１）成果１の活動 

成果１：改訂版LitMISを活用した識字・ノンフォーマル教育活動のマネジメントが、パイ

ロット活動を通じて強化される。 

 

１）LitMISの改訂 

NEFとの共同開発のもと、改訂版LitMIS（改訂されたLitMISを本プロジェクトでは

NFEMISと呼ぶ）が完成し、すでにパイロット県でその有用性が試され、今後は州政府に

よる「モデル県プロジェクト｣4 を始めとする州政府のプロジェクトのマネジメントに採

用される予定である。NEFはPLPPとの協働事業に非常に意欲的であり、NFEMISの開発

及び試行に際して高いコミットメントを示してきた。また、４月以降に順次NFEMISを

全国展開する意向を有しており、既存の人員に対する研修を通じた能力強化を必要とし

ている。 

                             
4 LNFBED が実施している「識字率 100％を目指した識字教育促進のためのモデル県識字事業」で、DG ハーン、ハネ

ワール、フシャーブ、マンディーバハーウッディーンのモデル４県を対象に、2004 年から 2014 年の予定（当初 2009

年までの予定を改訂）で実施している。 
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現行PDM改定時に懸念を指摘されていた、データの更新については、女性ヘルスワー

カー（Lady Health Worker：LHW）の定期家庭訪問を活用し、簡易にデータの更新が可

能であることが、パイロットプロジェクトを通して実証された。また、個人レベルのデ

ータではなく、世帯及び集落レベルのデータ収集方法による効率化を図ったことにより、

県レベルでのデータエントリー・分析が可能となった。 

NFEMISでは、ノンフォーマル教育事業の計画・運営・モニタリングの一連の流れにお

いて、県／州のマネージャーが事業実施の向上に活用できる32種のレポートを作成する

ことが可能となった（学習到達度については開発中）。NFEMISの識字・ノンフォーマル

教育マネージメントの現場への適応については、ハネワール、フシャーブ、ラホール３

県のALC（PLPPのパイロット事業）及びNFBES（LNFBED事業）に加え、NEFのラホー

ル州事務所とムルタン・サルゴダエリア事務所（それぞれハネワール県、フシャーブ県

を管轄）にて試行された。 

なお、成人識字の学習到達度については、2010年度連邦教育省によってカリキュラム

が定められ、学習到達度測定ガイドラインができたばかりであり、実施の測定実績はま

だない。プロジェクトでは、ガイドラインに沿った学習到達度テストを中間と最終に実

施し、その試行状況と結果をまとめ、連邦教育省カリキュラムウィングと協議を行って

いく。NFBESについても、５年生レベルを修了したあとの資格試験以外に、１～４年生

の学習到達度の測定方法が存在しないのが現状である。 

終了時評価でのインタビューによれば、ALC及びNFBESの設置・計画が、データやマ

ッピングに基づき、地域的な重複がなくなるといった効果が指摘された。更には、効果

的な運営、ドロップアウトの防止・トラッキング、学習意欲の向上や学習内容の質の向

上を促進するモニタリング機能が加わり、より効果的になされるようになった。 

  

BOX１：NFEMISの概要とその運用体制 

 

NFEMISを活用したマネジメントサイクル 

NFEMISを活用し、データ収集から政策実施までを一連のサイクルとしてマネジメントを実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NFEMISを活用したモニタリング 

NFEMISのデータ収集頻度は情報の内容によって異なるが、毎月から年２回程度行うことと

政策実施 

データ分析

データ収集

意思決定 
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している。識字モビライザー（Literacy Mobilizer：LM）、NGOによるデータ収集・分析と並行

して、毎月、村落教育委員会（Village Education Committee：VEC）メンバーらによるモニタリ

ングを行い、以下のレポートを作成・更新することとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データとモニタリングの流れ 

県におけるNFEMISのデータ収集とモニタリングの流れは以下のようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NFEMISを活用したモニタリングにより、以下のことを実施し、また成果が表れることを期

待している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：奥川浩士専門家報告書、プロジェクト作成資料等より作成 

月例モニタリング内容 

・学校概要 

・教員履歴 

・教員の質 

・生徒の登録状況 

・新規登録者状況 

・退学者状況 

・学習達成度 

・地域の学校の概況総括 

・財務状況            等 

モニタリング能力の強化 
 
１）モニタリングの基礎作り 

モニタリングチェックリストの作成（定量的・定性的な項目

を含む） 
モニタリングに基づく関係者への研修の実施 
詳細な内容をわかりやすくまとめたレポートの作成 

２）LM/NGO によるモニタリングの実施 
モニタリング会議における結果の共有 
対応策の検討と実施（問題がある場合） 
教員・コミュニティに対するフォローアップ／サポート 

期待される成果 
 
 中途退学率の低下 

 教育の質の向上 

 関係者のモチベーションと能力の強化 

 コミュニティの関係の向上・地域の教育関係者（学校教

育局も含む）との連携の強化 

EDO（県識字行政官） 

DLO（県識字官） 

LM LM 

NFBES/ALC NFBES/ALC 

VEC 
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２）教育計画の策定 

データ活用型マネージメントの一貫として、アップデートされたデータを識字・ノン

フォーマル教育関係者が活用する方策を示すため、草の根レベルの村、及びUCレベルの

計画策定を、コミュニティモビライゼーションを用いて、ステークホルダーの参加型で

実施した。 

村レベルでは、VEC5によるNFEMISを活用したデータ分析と協議を通じて、ノンフォ

ーマル教育ターゲット者数の明確化、パイロットプロジェクトのサイト特定に留まらず、

フォーマル教育・ノンフォーマル教育双方を含むEFA（Education For All：万人のための

教育）達成に向けた村教育計画（Village Education Plan：VEP）が策定され、非識字者へ

の教育機会の拡大、ドロップアウト生徒への対応等が盛り込まれた（22の村落で策定が

完了）。UCレベルでは、ユニオンカウンシル教育委員会（Union Council Education 

Committee：UCEC)6 が組織され、VEPに基づき、UCのEFA達成に向けたユニオンカウン

シル教育計画（Union Council Education Plan：UCEP）が策定された（UCEPはパイロット

対象の５UCで策定7）。策定されたプランをもとに、県識字局のLM及び、VECによる、モ

ニタリングが実施されつつある。 

 

 

BOX２：ボラ（Bola）における活動の事例 

 

ボラ村落でのパイロット事業につき、以下のような活動・成果が報告されている。 

 

ボラの概要 

ボラは、フシャーブ県のジョラバッドからさらに６km離れたところに位置し、ハダリⅡとい

うUCの中心的村落である。世帯数は900。村人は、米、麦、サトウキビなどの栽培に従事して

いる。 

 

プロジェクト実施前の状況 

村人は子どもを学校に通わせていなかった。フォーマル教育・ノンフォーマル教育とも施設

はあるものの、何歳から学校に登録するのかを知らない。男性優位社会で、娘は学校に行かせ

ない。村には女子の小学校が１か所しかなく、ボラの住民は女子教育の意義を理解していなか

った。 

 

プロジェクトの活動 

ハダリⅡは、プロジェクトの活動でパイロットUCに選定された。2009年４月にLHWの協力

を得て調査を行い、収集されたデータを基に村の住民メンバーによりVECを組織し現状分析を

                             
5 メンバーは 10～15 名。宗教指導者、社会活動家、UC 議会委員、小中高学校長・教員など。 
6 メンバーは約 20 名。VEC 代表者、UC 首長、UC 行政官、Assistant Education Officers、NGO 関係者、Lady Health Supervisor
など。 

7 ラホール県１、フシャーブ県２、ハネワール県２。計画の実践については UC ごとに進捗が異なるが、フシャーブ県

の UC の一つである Kund では、UCEC が特定された５～９歳の学校に通っていない子どもの情報をもとに、フォー

マル／ノンフォーマル学校へ復学させる取り組みを積極的に行っている。 
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行い、教育活動計画を作成した。LHW教育計画のアクションプランに基づき、ターゲットグル

ープの親族に啓発活動を実施し、また、モスクでの金曜礼拝の際に、宗教的指導者から教育の

重要性について村の住民に啓発活動を行った。さらに、住民が教育の重要性を認識するための

集会が開催された。学校に通ったことのない15～35歳の住民を対象としたALC／職業訓練セン

ター（職業訓練を活用した識字教育を行う）が４か所開設され、88名の女性の教育を行った。

併せて、参加者には裁縫、ミシン刺繍などの職業訓練を行い、世帯の経済状態が向上した。 

 

活動後 

ボラの村民は教育活動について毎月定例会を開催している。データ活用型マネジメントに基

づいて年齢別のターゲットグループ（下記）について検討した後、４～７歳のグループについ

ては、フォーマル学校に通学させることになった。VEPは毎月検討し見直すことになっている。

啓発された村の住民は、子どもを学校に通わせるようになった。以前は、女児・女性を学校に

行かせたがらなかったが、今では村内の４か所のALCで88人もの女性が学んでいる。住民は、

村の識字率を100％にするべく、意欲を持って教育活動のモニタリングに参加している。 

    

NFEMISにより算出されたターゲットグループ（未就学児童及び非識字者） 

４～７歳 260名（すでに全員をフォーマル学校に登録させた） 

８～14歳 400名 

15～35歳 983名 

 

３）パイロット活動の実施 

前述２）の計画を反映し、５つのパイロットUCを対象に49のALCを運営するパイロッ

ト活動8が実施された。 

VEC、UCEC、県識字行政官（Executive District Officer, Literacy：EDO, Literacy）など

の関係者が主体となって一連のプロセスをマネジメントできるよう、ファシリテーショ

ンを行うとともに、有効なプロジェクトマネジメントのモデルを提示した。〔教材の選定、

教員の選定（選定基準の設定、VECの参加によるリクルート）、教員の研修（マネジメン

ト、教授法、レッスンスケジュール策定等）、VECによる就学登録促進、実施とモニタリ

ング（月例ミーティングの実施、教員能力の測定、教授法の指導など）〕 

スキルトレーニングの活用による識字学習継続促進や汎用性の高い識字能力の育成が、

「パ」国における成人識字教育における課題とされてきた。一方で、職業訓練の観点か

らは、低い識字率が訓練効果を阻害する主な要因とされてきた。双方を解決するために

は、識字教育と職業訓練を組み合わせて行うことが有効であると考えられる。右課題に

取り組むべく、成人識字教育におけるスキルトレーニングの導入を試行した。技術教育・

職業訓練庁（Technical Education and Vocational Training Authority：TEVTA）や社会福祉局

の協力のもと、地方市場・産業調査及び学習者のニーズ調査を行った。 

これらの活動を通じて、48名のALC教員に対する識字教育法と学級運営に関する研修

                             
8 ALC のパイロット活動は、データに基づき、設置場所を選定し、教員の選定・研修を含めた計画・運営・モニタリン

グを行ったうえ、成果を NFEMIS 改訂や州教育戦略計画などに反映していくための実証活動として行っているもので

ある。 
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が実施された。識字教室登録者は積極的に識字教室に参加している。ALCの参加者は、

識字と職業スキルの能力を向上させている。 

 

BOX３：NFBESとALCにおけるパイロット活動 

 

プロジェクトでは、パイロット活動（実証活動）として、NFBESとALCへのNFEMISの活用

を行い、ALCの支援を行ってきた。 

プロジェクトで支援しているALCは、男性向け、女性向けに分かれている。いずれも、民家

の一部（教員の家の一部などの場合が多い）を教室にして実施している。識字教員はプロジェ

クトで訓練し、国家識字カリキュラムに基づきプロジェクトで選定した教材を利用している。

・女性向けALC：主として15～35歳の女性を対象に、昼間の時間に開講している。女性の生

活を支援するため、また、識字学習に対するモチベーションと識字教育の効果を上げるた

め、識字と並行して、裁縫、刺繍、美容師技能、工芸品製作などの職業訓練を行っている。

このため、教室内には、職業訓練のための設備（ミシンなど）が設置され、識字教員以外

に職業訓練を行う教員が配置されている。 

・男性向けALC：主として15～35歳の男性を対象に、多くの男性が昼間働いていることを考

慮し、夜の時間に開講している。なお、男性向けALCでは、官民協力の実証活動例として、

工場内にALCを設置し活動を行っている。本終了時評価では、れんが工場に併設されたALC

を訪問した。工場経営者の理解と協力のもと、工場労働者の男性を対象に、工場勤務の終

了後開講している。 

    

終了時評価で訪問したNFBESとALCでは、以下のような状況であった。 

 

NFBES 

・子どもたちは、授業に積極的に参加している。調査団が訪問すると、字を書いて見せたり、

詩の朗読やダンスを積極的に見せようとした。授業での活動を楽しんでいる様子がうかが

える。 

・子どもたちは基礎学力を順調に伸ばしている。家庭で両親に代わり請求書類を読む生徒も

いる。非常に成績が良く、高等教育まで進んでコンピューターエンジニアや医師になりた

いと希望する生徒もいる。 

・教員はプロジェクトの研修を通じて識字教育の技能を高めた。一部の教員は以前に教えた

経験をもたなかったが、実際に授業をしながら学び、NFBES教員を務めている。教員の識

字教育に対するコミットメントは高い。自分で識字教材を開発する者もいる。 

 

ALC 

・参加者は積極的に授業に参加している。男性は昼間仕事をもっており疲れているが、夜の

授業に参加している。 

・参加者は識字能力を身につけ、日々の生活に役立てている。請求書を読めるようになって

いる。また、道路標識を読めるようになり、以前のように他の人に尋ねることなく、公共

の交通手段を利用し、行き先をさがせるようになった。参加者の中には、自分は全く学校

に行かなかったが子どもは学校に行かせたいと述べる者もいる。「字が読めたら人生が変わ

った」と語った。 

・女性の参加者は、識字能力とともに職業上のスキルにも習熟した。ALC修了後は、技術を

活かして収入を得、子どものために使いたいと考えている。字が読めるようになって両親

や夫も喜んでいるという参加者もいる。    
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NFBES、ALCとも、学習者の出席と成績が教員の手によって記録され、LMがモニタリング

を行っている。LMと教員のコミュニケーションは良好と報告されている。 

 

 

BOX４：ハネワール県におけるパイロット事業の事例 

 

ハネワール県におけるNFBES、ALCのパイロット事業では、関係者のモチベーションや活動

の成果を示す以下のような事例が報告されている。 

    

・26歳の女性教師M。姉の指導する識字教室の生徒が増えたので、姉の勧めでNFBESの指導を

始める。１年から５年の全科目を教えている。Mの教室は、他の教室に比べ整頓されており、

適切な教材が準備されている。Mは、生徒の親とのコミュニケーションを心がけており、生

徒の親も協力的である。Mと親たちからの寄付により天井に扇風機を取り付けた。生徒の態

度は良く、成績も良好で、５年修了の試験に合格する者が出ている。生徒は、挨拶をするこ

とや年長者に従うことなどの社会的習慣も身につけた。 

・NFBESの３年に登録しているR。２km離れた自宅から兄と２人の姉とともにNFBESに通う。

近所にフォーマルの女子学校があるのだが、両親は教員・授業の質と安全な環境からNFBES

に通わせており、NFBESに満足している。Rは勉強が好きで成績はクラスで最優秀。Rを教え

る教員は、LNFBEDはNFBESで中等レベルも教えるようにすべきだと語った。 

・NFBES３年生のA。医師になるのが夢であったが、NFBESの２年生の時、下校途中に突然の

発作に見舞われ、都市部の病院に行ったものの、片目を摘出された。母親は、当初、残った

目の視力を失うことを恐れ、学校に行かせたがらなかったが、Aは、発作や「知識の不足」

で目を失う者が出てはならないと、医師になる夢をあきらめず、勉学に励んでいる。Aの家

庭は貧しいが、今では両親も教育の重要性を認識し、子どもに十分な教育を受けさせたいと

考えている。 

・NFBES教員のB（26歳）。初等教員の資格はもっていたが、負傷して足が不自由になり、さら

に上級の資格を取るための教育が受けられなくなった。自分が足が不自由になったことで、

障害を持つ子どもの勉強が困難であることに気づき、地元で親が学校に行かせたがらない子

どもの教育に携わろうと決意。子どもを学校に行かせるよう両親を説得して回る。今では、

母親が学校に来て子どもの成績について話し合いをするようになった。 

・生まれつき聴覚と発話に障害をもつ男子生徒のMと、同じく聴覚障害がある女子生徒のS。

二人がいるクラスを受け持つ教員は、当初コミュニケーションに困難を感じていたが、ほか

の生徒とは別に手振りを使って教えるなどしている。障害をもつ二人は、投げやりになるこ

となく勉強を続けている。 

・VECメンバーのM（62歳）。心臓に持病があるが、地域と子どもの福祉のため20年来、識字教

育の推進に携わっている。VECには６人のメンバーがおり、子どもの教育を活性化するため

に、教室や女子教員の下宿を提供したり親への啓発活動を行ったりしている。 

・LMのT（33歳）。中等教育修了試験に合格した17歳の時に交通事故で右腕を失ったが、大学

に進み、化学、法律、教育の学位を取得。LMになって５年になる。地域のNFBESでは、教

員のコミットメント、子どもの成績とも良好で、村の住民が教育の重要性を認識するように

なった。ALCの活動は活発で、ALCの参加者は新聞を読んで情報を得られるまでになった。

地域のVECの活動も活発である。Tが保持する資格と業務内容に対しLMの給与は十分とはい

えないが、Tは仕事にやりがいを感じている。 
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４）データ活用型ノンフォーマル教育マネジメントハンドブックの作成 

NFEMISを活用した「データ活用型ノンフォーマル教育マネジメント」のハンドブック

ドラフトが完成した。今後、パイロットプロジェクトの結果・教訓、及び関係者への研

修に活用した結果を反映し、最終化する。 

 

（２）成果２の活動 

成果２：識字・ノンフォーマル教育活動に関する改訂版LitMISの活用及びマネジメントがステ

ークホルダー間で共有される。 

 

１）フォーラム・ワークショップの実施 

村からUC、県、州まで、それぞれのレベルでフォーラム・ワークショップが開催され、

NFEMISの共有、県教育計画（District Education StrategiC/Plan：DESP）、UCEP、VEPの

策定が進められた。パイロット県（フシャーブ県、ハネワール県）にて、県助役（行政

官トップ）のチェアのもと、フォーマル教育担当官、保健担当官、TEVTA行政官、ジェ

ンダースペシャリスト等参加のもと数回のワークショップが開催された。県EFA計画が策

定され、併せてEFAマッピングが作成された。 

 

２）LNFBEDストラテジックプランの策定支援 

LNFBEDにおける教育戦略計画2010-20（StrategiC/Plan of Literacy and Non-Formal Basic 

Education Department, Government of the Punjab, 2010-20）の策定に対し、技術的支援及

びワークショップ等を通じたファシリテーションを行った。州政府主席次官（Chief 

Secretary）に提出され合意された。10年間の非識字者・非就学者傾向を予測し、今後10

年間で必要とされるノンフォーマル教育事業規模を明確にデータで示したうえで、州政

府のノンフォーマル教育事業のアクションプランを明らかにした（MISの展開を含む）。

これまで州政府内で優先度が低かったLNFBEDの活動が注目を浴びるきっかけとなった9。 

 

BOX５：パンジャブ州教育戦略計画の概要 

 

教育戦略計画は、2020年までに識字率を100％にすることをめざし、各年について、人口予

測、識字人口の予測を行い、併せて非識字人口や学校に行っていない子どもの数を予測したう

え、識字率の目標、それを達成するために必要なALC及びNFBESの数などをまとめている。同

計画では、事業を行うために必要な組織の提案を、当該部署の予定職員数を含めて行っており、

これに基づき、現在新たに５つの部署（M&E、MIS、HRD、R&D、B&A）の創設準備を進めて

いる。 

2020年までに識字率100％を達成するために、以下の方針を掲げている。 

・質の高い識字・ノンフォーマル教育を提供する 

・貧困層、農村部、女性を重点対象に、職業訓練を組み合わせた教育を行う 

・モニタリング、研究開発による職員の能力向上とカリキュラム開発を行う 

・コミュニケーションとアドボカシーを通し、権利と平等の理念に基づいた教育環境を創

出しコミュニティの関与を高める 

                             
9 その後、州政府内で、LNFBED のプロジェクト（PCⅠ）が７件承認された。2002 年の設立後に承認・実施された PCⅠ

は２件しかなかった。 
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・広範にわたるデータベースを構築し、信頼性の高い適切かつ最新のデータを入手できる

ようにする 

こうした方針に基づき、具体的な活動とそのスケジュールを提示している。 

 

３）LNFBED・県・その他ステークホルダーの能力強化 

主にOJTを通じて州・パイロット県及びUCレベルの関係者に対する能力強化を行って

きた。また、県行政官向け研修、LHWへの研修、NFBES/ALC教員のためのワークショッ

プ、地理情報システム（Geographic Information System：GIS）研修、LMの研修等が実施

された。 

NFEMISハンドブックを基礎として、①政策レベルのマネージャー（州・県EDO）、②

県レベルの実践者（県識字行政官、NGO）、③教員向けの研修モジュールをそれぞれ作成

中であり、加えて④コンピュータオペレータ向けの研修を順次行っていく。 

 

３－１－３ 成果達成度 

成果１：改訂版LitMISを活用した識字・ノンフォーマル教育活動のマネジメントが、パイロッ

ト活動を通じて強化される。 

 

アウトプット１は、順調に達成されつつある。 

NFEMISを活用した計画策定・運営・モニタリングの有効性を一連の活動を通して示すととも

に、村・UC・県レベルそれぞれのマネージメントの役割を明確化し、試行している。それらプ

ロセスを通じて、県識字行政官（District Literacy Officers, Deputy District Literacy Officers, Literacy 

Mobilizers）のマネジメント及びファシリテーション能力の強化を図っている。パイロット県に

おいてNFEMISによるデータ活用型マネジメントの手法を実践する能力が向上しつつある。パイ

ロット県のステークホルダーは、NFEMISから作成されるレポートに基づいて現状分析を行い、

識字・NFEマネジメントにNFEMISのデータを活用している。 

しかしながら、現在のところ、日本人専門家とプロジェクトで雇用しているローカルスタッフ

が、パイロット県スタッフとステークホルダーに支援を行っており、LNFBEDには、NFEMISの

運用を行う技術スタッフは今後配置される予定である。LNFBEDにおいて効果的な識字・ノンフ

ォーマル教育マネジメントを確立するには、C/Pとステークホルダーに対する一層の能力強化を

行うことが必要である。 

 アウトプット１の指標の達成度は以下のとおりである。 

 

１．LitMISの改訂 

 

・NEFとの協調により、フェーズ１で開発されたLitMISが

NFEMISとして2009年12月に改訂された。2010年１月に３パ

イロット県（ラホール、フシャーブ、ハネワール）とNEF

の地域事務所（ムルタン、サルゴダ、イスラマバード首都

圏）にインストールされ、運用が開始されている。 

・NFEMISより、学校、教員、参加者、参加者の在籍率、参加

者の成績など、事業実施に活用できる30のレポートを作成

し、モニタリングに活用することが可能になった。 

・NFEMISの基礎データについては、保健局のLHWの定期家
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庭訪問を活用し、データを簡易に収集・更新する方法をと

った。また、LMによる定期的なモニタリングにより効率

的・恒常的なデータ収集を行い、県レベルでのデータ入力・

分析が可能になるシステムが確立された。 

・LitMISが専門的で使いにくいという声もあったが、NFEMIS

は、開発にあたって関係者の意見や助言を取り入れ、県レ

ベルでの運用がしやすく使いやすいものとなっており、

州・県・UC・村落レベルで、NFEMISによるレポートは、

わかりやすく使いやすいと評価されている。 

・UNESCOからも、NFEMISはモニタリングに有効とのコメン

トが出ている。 

・NFEMISは近くLNFBEDのウェブで公開する予定。 

２．改訂版LitMISの活用ガイド

ラインの開発 

 

・2010年３月にNFEMISに基づいたデータ活用型識字マネジメ

ントのハンドブックのドラフトが完成した。今後関係者の

意見を取り入れ、2010年８月頃完成の予定。その後関係者

に使い方の研修を行う。ステークホルダーに対するハンド

ブックの使い方の研修を、2010年７月に実施する予定。 

・NFEMISのハンドブックは、専門家及びプロジェクトローカ

ルスタッフが中心に作成しており、県レベルの関係者にも

理解しやすいよう作成しているが、実際にC/Pがこれを活用

した運用を行えるようになるには、各レベルに合わせたト

レーニング教材を開発し技術移転を行う必要があると考え

られ、ハンドブックを活用したNFEMIS運用のための研修を

プロジェクトで取り組み中である。 

３．パイロット地域における識

字・ノンフォーマル教育活

動の顕著な変化 

 

・パイロット県のC/Pは、NFEMISによるモニタリングレポー

トに基づき、現状を分析し、問題点を明らかにしたうえで、

対応策を速やかに実行することができるようになってい

る。今後はNFEMISを活用して県レベルでの全体的なデータ

分析と計画策定を行う見込みである。 

・NFEMISを活用した具体例としては、学校教育局・LNFBED

などのステークホルダーが、効率的な学校設置地域を共同

で議論することができる、頻繁なモニタリングと改善への

アクションがとりやすくなった、識字教室参加者の学習達

成度評価ができるようになった、学習者の「トラッキング」10

ができるようになった、施設に関する調達（必要な施設・

資機材の特定、教科書などの購入）が適切に行われるよう

になったなどの報告がある。 

・ALC運営については、UNESCOの支援により連邦教育省が

策定した国家識字カリキュラム（National Curriculum for

                             
10 成績、ドロップアウト等の状況を追うこと。これにより、教員や生徒の家庭に適切なアドバイスを行うなどのフォ

ローアップを適切に行うことができる。なお、NFBES をやめた者には、学習自体をやめる者がいる一方、フォーマ

ル教育に参加する場合もあり、こうした状況を細かく追うことで、識字・基礎教育全体の向上につなげることも可能

である。 
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Literacy）に基づいて教材の選定を行い、教員の研修を強化

した。研修は、従来３日であったものを、プロジェクトで

は６日間実施した。 

 

 上記指標以外に、アウトプット１に関するいくつかの定性的な成果が見られる。プロジェク

トでは、NFEMISの開発に関しNEFと協力したことから、NEFとの協調関係が構築され、NEFで

のNFEMISを活用したマネジメントシステムの導入が決定された。 

 また、ALCのパイロット活動の中で、ALCの教員が訓練された。ALCについては、パイロット

活動を通じ、識字教育は職業訓練と組み合わせて実施すると効果が高いことが実証され、

LNFBEDでは、最近承認された２件の新規プロジェクトに職業訓練を導入し、他の部局と連携し

ながら識字教育を行うことを検討している。 

 

成果２：識字・ノンフォーマル教育活動に関する改訂版LitMISの活用及びマネジメントがステ

ークホルダー間で共有される。 

 

 アウトプット２は、順調に達成されつつある。 

 ステークホルダーに対し各種フォーラムやセミナーが開催され、NFEMISの共有が進んでいる。

フォーラムやワークショップを通じ、ステークホルダーのNFEMISに対する理解が向上し、

NFEMISを運用し活用する能力が高まっている。LNFBEDにおいて教育戦略計画が策定され、２

つの県とパイロットUC・村落の多くにおいて、教育計画が策定されている。 

 

 アウトプット２に関する指標の詳細は以下のとおりである。 

 

１．ステークホルダーによるフ

ォーラムの数と内容 

・合計14回のフォーラムが実施され、VECメンバーら、延べ

150人以上が参加した。フォーラムでは、プロジェクトの進

捗の確認、関係機関の調整の促進、LitMISに関する技術的

助言、ハンドブック及び教育戦略計画・教育計画に関する

協議などが行われた。 

２．LNFBED及び35県で研修さ

れた人員の数 

 

・LHWの研修、NFBES/ALC教員のためのワークショップ、

GIS研修、MIS活用等のキャパシティ・ディベロップメント

等が合計15件行われた。以下の人員が研修を受けた。 

・12の県識字行政官（Executive District Officer, Literacy：EDO,

Literacy）/県識字官（District Literacy Officer：DLO）/NGO

（経験の共有、コミュニティ・モビライゼ―ション技術）

・フシャーブ、ハネワール、ラホール各県のEDO・DLO・LM・

コンピューターオペレーター17名（改訂版LitMISに関する

コメント、改訂版LitMISの活用） 

・LNFBEDの副次官補（Deputy Secretary）２名（タイ、日本

における研修：ノンフォーマル教育グッドプラクティス）

・ラホール県NFBES教員47名、フシャーブ県NFBES教員48名

（教授法） 

・フシャーブ県14名、ハネワール県61名、ラホール県52名の
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LHW（データ収集・改訂） 

・ハネワール県17名、フシャーブ県９名のLM（LMの役割と

責任、業務計画の作成、村落教育計画の策定、モニタリン

グ・評価） 

・ラホール県16名、ムルタン県22名、サルゴダ県19名のNEF

フィールドスタッフ 

３．改訂版LitMISに基づいたALC

とNFBESの活動に関する

LNFBEDのアクションプラ

ン 

 

・2009年に、パンジャブ州識字局教育戦略計画が完成した。

州政府主席次官に提出し、合意を得た。 

・２県（フシャーブ、ハネワール）でDESP、５つのUCでUCEP、

22の村落でVEPが完成した。 

・これら教育計画の作成には、NFEMISに基づいたモニタリン

グの結果が反映されている。 

４．ステークホルダーに対する

改訂版LitMISの有効性に関

するセミナーの数と内容 

・セミナーが２回開催された。2008年４月のセミナーで、

LitMISを紹介し、本プロジェクト（フェーズ２）の活動の

キックオフとした。2010年３月のセミナーで36県に対し

NFEMISとデータ活用型マネジメントを紹介した。カスール

県とビハール県からの出席者は、NFEMISを採用したい意向

を示した。 

 

 アウトプット２に関する上記以外の成果としては、特にUCECとVECにおけるインスティテュー

ショナル・キャパシティの向上が挙げられる。終了時評価でのインタビューによれば、UCEC及

びVECのメンバーは、教育計画策定を行い計画の実施に取り組んだことで、協調体制が深まり、

UCECのメンバーに責任感が生まれ住民の関心をひき付けることができるようになった、と報告

されている。VECメンバーからは、これまでVECの意義があまり認識されていなかったが、VEC

の役割が明確になったという声が聞かれており、VECメンバーのモチベーションが上がってい

る。それ以外にも、VECのメン0バーは、プロジェクトでの活動を通じ、議事録の書き方や、EDO

など政府関係者や外部者との協議のしかたを学んだ。 

 

３－１－４ 目標達成度 

プロジェクト目標：パンジャブ州内にて識字・ノンフォーマル教育活動のために改訂版LitMIS

を活用する戦略が構築される。 

 

プロジェクト目標は、徐々に達成されつつあるといえる。州・県・UC・村落レベルで教育戦

略計画・教育計画が策定されている。LNFBEDに識字・ノンフォーマル教育を推進するマネジメ

ント体制が確立されつつあり、５つの部署（M&E、MIS、HRD、R&D、B&A）の設置準備が進

んでいる。パイロット活動は、州から草の根レベルまでのステークホルダー及びALCで実施して

いる職業訓練等に関連する他セクター関係者の関与により、円滑に運営されている。現時点では、

州・県・UC・村落レベルの活動の多くの部分を、日本人専門家とプロジェクトローカルスタッ

フが支援しており、パンジャブ州で識字・ノンフォーマル教育マネジメント戦略11を確立し、プ

                             
11 プロジェクト目標に記載されている「戦略（Strategies）」には、様々な解釈が可能であるが、終了時評価では、Strategic 

Plan 等の戦略計画文書のみならず、事業を計画・実施・モニタリングしていくための（戦略的な）体制全体を指す

ものとすることで合意した。 
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ロジェクト目標を十分達成するためには、C/P機関の能力強化と制度構築が必要である。 

プロジェクト目標の指標の達成度は以下のとおりである。 

 

１．LNFBED、県、その他のス

テークホルダーによる戦略 

・NFEMISを活用して、識字・ノンフォーマル教育を推進して

いくための体制が整備されつつある。 

・LNFBEDに５つの部署が設置されることが決定し、人材募

集を開始している。LNFBEDでは、2019年までの具体的ア

クションプランと予算計画が策定されている。 

・識字教育に関し、VEC、UCEC、LMといった草の根レベル

の関係者、及びノンフォーマル教育セクターのみでなく、

フォーマル教育、保健、コミュニティ開発等の他セクター

を含んだ州におけるパイロット事業の実施体制が、県・UC

レベルで構築された。識字教育に関し、一連のプロセス（教

材の選定、VECによる教員の選定、教員の研修、VECによ

る就学登録促進、VECによるモニタリング等）をマネジメ

ントするモデルを提示した。 

・ただし、データの運用、データを活用したモニタリング等

を含むデータ活用型マネジメント全般について、LNFBED、

県担当者らの一層の能力強化と制度構築が必要である。 

 

上位目標：NFBESとALCへのアクセス及び展開がパンジャブ州内のパイロット地域から他地域

へと拡大する。 

 

終了時評価時点で上位目標達成の見込みを正確に予測するには多少困難があるものの、プロジ

ェクトの活動が今後もLNFBEDのイニシアティブで継続できれば、上位目標達成の見込みはある

といえる。州計画開発局では、すでに７件のプロジェクトが承認されており、これらプロジェク

トの実施及び識字・ノンフォーマル教育活動の拡大にあたっては、NFEMISが活用されるものと

見込まれている。NFEMISに基づきNFBESとALCの数と登録者数が計算され、州教育戦略計画に

盛込まれている。上位目標の指標の現在の状況は以下のとおりである12。 

 

１．州・県レベルにおける改訂

版LitMISを活用したプログ

ラム・プロジェクトの数 

・LNFBEDの「モデルプロジェクト」のPC-113では、NFEMIS

を活用した計画策定が入っており、今後、プロジェクトで

開発したNFEMISとモニタリング・評価システムを活用した

事業計画の策定が進んでいくと見込まれる。 

２．NFBES・ALCの計画・設置・

運営数 

・LNFBEDでは、今後10年間の非識字者数を試算したうえで、

2019年までに、524,000のALC、193,500のNFBESを開設する

戦略を掲げている。上位目標の達成目標年次（通常プロジ

ェクト終了後５年程度）である2015年までの累計開設数見

込みは、ALC 300,674、NFBES 122,124としている（州教育

戦略計画）。州政府は課題の重要性を提示するためこのよう

                             
12 上位目標の指標の２、３については、終了時評価において、2009 年の実績をまとめるよう LNFBED に求めたが、調

査終了までに回答が得られなかった。 
13 「パ」国において、プロジェクトの実施とそのための予算を申請するための文書。 
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な試算と戦略設定を行っているが、そのためには膨大な予

算が必要であるため14、一定値までの達成が妥当であると見

込まれる。 

３．NFBES・ALCの生徒・参加

者登録数 

・LNFBEDでは、2019年までに、26,200,000名がALCを、

5,797,417名がNFBESを修了する戦略を掲げている。上位目

標の達成目標年次（通常プロジェクト終了後５年程度）で

ある2015年までの累計登録者数見込みは、ALC 15,063,700、

NFBES 3,664,000としている（州教育戦略計画）。 

 

プロジェクトの成果を州内の他県に拡大し上位目標を達成するためには、LNFBED、県、UCEC、

VEC各レベルの関連するステークホルダーの一層の能力強化とNFEMISを継続的に改訂・運用・

活用していくための制度構築が必要である。 

 

３－２ プロジェクトの実施プロセス 

プロジェクト期間の前半は、LNFBEDの方針の変更により、プロジェクトは予定どおり進捗せず、

状況の変化に対応するため、PDMを二度改訂した。2008年12月のプロジェクトフレームワークの

見直しと合意以降、プロジェクトは順調に進捗し、ステークホルダーの協調により、予定されて

いた活動は完了する見込みである。 

    

（１）プロジェクトフレームワークの改訂 

プロジェクトの枠組みを固めるまでに時間がかかったことにより、プロジェクトの進捗は

当初予定より遅れた。フェーズ２開始当初は、フェーズ１で開発されたLitMISを、LitMISセル

を通じ他の31県に普及することをめざしていたが、このための前提となるLNFBEDの「LitMIS

セル整備計画プロジェクト」が2007年12月に中止された。このため州の識字プログラムの一

つである「識字プログラム（Literacy Program：LP＝「パンジャブ識字プロジェクト」が改称）」

内に研究・研修部門及びIT部門を設置することで、LitMISの州内普及を図ろうとした。しかし

ながら、LNFBED次官の交代により改訂R/Dの署名が遅れていた。2008年12月に実施された運

営指導調査団でプロジェクトフレームワークの見直しを行い、プロジェクトは、パイロット

事業（実証活動）を通じてLitMISの改訂を行い、ステークホルダーを巻き込んで改訂版LitMIS

の活用を共有することを目指すものとし、「データ活用型ノンフォーマル教育マネジメント」

の確立をプロジェクトの柱とした。プロジェクトフレームワークの確立後は、プロジェクト

実施は円滑に進んでいる。 

プロジェクトは、PDMに基づき運営・モニタリングを行っている。C/Pと一部のプロジェク

トローカルスタッフは、常にPDMを参照しているわけではないが、PDMは、プロジェクト全

体の枠組みを確認するツールとして参照されている。C/P、プロジェクトローカルスタッフに

よる、活動の優先順位やアプローチの違いが時折見られたが、柔軟な発想を尊重しつつ、PDM

との整合を考慮しながら進めることで、プロジェクトとしての枠組みの中で活動を行うこと

ができた。 

PDM改訂の方向性は適切であったといえる。二度の改訂により、現行PDMは当初のものよ

                             
14 現在、州開発予算の 0.5％がノンフォーマル教育事業に充てられているが、それを３％まで引き上げることが、2019

年までの 100％識字率達成には必要であると、州戦略計画では試算している。 
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りスコープを狭めたようなかたちになっている。しかしながら、改訂を検討していた当時、

LitMISの適用・普及が困難であったことを考えると、LitMISのパイロット活動に重点を置きな

がらNFEMISを策定し、NFEMISを活用したデータ活用型マネジメントを関係者間で共有する

という現行のアプローチは適切であったといえる。 

 

（２）プロジェクト全体の運営体制 

プロジェクト全体の運営体制は適切に機能している。関係するステークホルダーの協調体

制は良く、プロジェクトの円滑な進捗の貢献要因となっている。プロジェクトには、州レベ

ルから草の根レベルまでのステークホルダーが関与している。例えば、県レベルでは、15名

程度のステークホルダーからなるEFAフォーラムを組織しており、C/P、日本人専門家、プロ

ジェクトローカルスタッフの協力によるプロジェクト運営体制が適切に機能している。プロ

ジェクトに関与しているステークホルダーは、それぞれプロジェクトの活動進捗に貢献して

いる。特に、プロジェクトローカルスタッフは、プロジェクトに不可欠な役割を果たしてお

り、プロジェクトローカルスタッフのうち、プロジェクトコーディネーターは、C/P、日本人

専門家、GIS/MISスタッフらの間の調整を行い、フィールドスタッフは、NFEMISの開発、草

の根レベルの計画・モニタリング、ステークホルダーのモビライゼ－ションの促進を行った。 

 

（３）ステークホルダーの関与 

ステークホルダーのコミットメントはいずれも高い。C/Pとステークホルダーの大部分は、

プロジェクトに対し高いモチベーションをもっている。直接のターゲットグループである

州・県の職員、UC・村落の教育委員会メンバーらは、積極的にプロジェクトに関与している。

ただし、州のC/Pのパイロット活動に対する関与は、まだ十分でない。VECのメンバーには、

本プロジェクトでの活動のような経験があまりなく、プロジェクトのアプローチに慣れるの

に時間を要した者が一部いた。ALC/NFBESの学習者は積極的に参加しており、学習意欲が高

い。ただし、工場に併設されたALCでは、仕事に忙しく欠席する者が散見される。ALC/NFBES

の識字教員は積極的に取り組んでいる。 

 

（４）技術移転の方法 

技術移転の方法は、「パ」国側C/P及び他のステークホルダーから適切であると考えられて

いる。専門家による支援、専門家との活動は、C/Pから適切かつ効果的であると受け止められ

ている。MIS/GISなどのツールの開発と、コミュニティ啓発・地方分権型計画の策定、モニタ

リングの促進などによるデータ活用型マネジメントの実施等の活動はプロジェクトローカル

スタッフを中心に行ってきており、EDO・DLO・LM・コンピューターオペレーターらを含む

県のスタッフに対して研修やOJTを実施しているものの、C/P人員やC/P機関に対する技術移転

は、まだ十分でない。 

 

（５）ステークホルダー・関連他機関の関係 

プロジェクトのステークホルダー間のコミュニケーションと情報共有は良い。プロジェク

トの進捗は、コンサルタティブ・ミーティング、県EFAフォーラム、州フォーラム、月例会議、

四半期会議等の機会を通じてステークホルダーに共有されている。C/Pの意向はプロジェクト
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の中で尊重されている。各種会議でC/Pの意見を聴取し、NFEMIS、モニタリングフォーマッ

ト等に反映している。州教育戦略計画は、C/Pと専門家の協働で取りまとめられた。 

関係する他機関との協調関係は良い。プロジェクトでは、保健局、社会福祉局、技術教育・

職業訓練庁（TEVTA）などと協働の活動を実施しており、これら機関との関係は良好である。

NFEMISの開発にあたっては、NEFとの協調のもと、NEFが保有していたMISとの統合を図り、

各種モニタリングフォーマット等にも反映した。UNESCOとも、良好な協調関係を築いてお

り、双方のイベントに招待しあったりするなど、緊密なコミュニケーションを図っている。 

 

３－３ 評価５項目による評価結果 

３－３－１ 妥当性 

「パ」国のニーズと政策、我が国の対「パ」国ODA方針、及びプロジェクト・デザインの観

点から、妥当性は高い。 

    

「パ」国及びパンジャブ州において、識字は重要な課題である。「パ」国の識字率は54％であ

る（UNESCO EFA Global Monitoring Report）。パンジャブ州の識字率は、平均58％（男性67％、

女性48％）と低く、また、人口増加に伴い、非識字者人口が増加している（州教育戦略計画）。

識字率の向上には、フォーマル教育の強化が不可欠であるが、成人非識字者や学校に行ってい

ない子ども15に対し識字・ノンフォーマル教育を提供することが、併せて必要である。こうした

背景から、識字・ノンフォーマル教育のマネジメント強化のニーズは高い。パンジャブ州では、

これまで識字に関する計画がなく、プロジェクトベースの対応を行っていた状態であり、正確

なデータを収集し、データに基づいた計画を策定・実施・モニタリングすることが求められて

いた。 

「パ」国政府は、識字教育に重点を置いている。「パ」国の国家教育政策（National Education 

Policy 2009）では、識字・ノンフォーマル教育が、重点分野になっている。2007年には、連邦

教育省がUNESCOの支援により国家識字カリキュラムを策定した。 

日本の外務省による対「パ」国ODA方針では、１）人間の安全保障の確保と人間開発、２）

健全な市場経済の発展、３）バランスのとれた地域社会・経済の発展、が基本方針となってお

り、１）の３つの重点分野の中に、基礎教育の充実と諸格差の縮小が掲げられている。本プロ

ジェクトは我が国の開発援助政策と整合するものである。 

プロジェクトの計画プロセスは、プロジェクトを取り巻く環境の変化に応じ、適切であった

といえる。当初、フェーズ１の成果であるLitMISを全州に拡大する方向で計画していたが、

LNFBEDの方針の変更により、困難となった。このため、2008年３月と2008年12月の２回にわた

りPDMを改訂した。改訂の方向は適切であり、PDM改訂の内容については、関係者の間で共有

されている。ただし、2008年３月、2008年12月のPDM改訂に伴う改訂R/D署名のプロセスが遅

れたことは、プロジェクトの進捗に影響を与えた。現行PDMのアプローチは適切であるといえ

る。LitMISの実証活動としてパイロット事業を行ったうえで、LitMISを改訂し関係者の間で共有

するものとなっている。 

 

                             
15 Out-of-school children。家の近くに学校がない、貧困であるなどの理由で学校に通っていない子ども。また、何らか

の事情により中途退学した子どもを含む。 
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３－３－２ 有効性 

有効性はおおむね高い。プロジェクト目標は達成されつつある。ただし、プロジェクト目標

を確実に達成するためには、一層の能力強化と制度化が必要である。 

    

NFEMISに基づくデータ活用型マネジメントに関するする体制が整備されつつあるといえる。

州教育戦略計画が完成し、戦略計画に基づき、LNFBEDに、新たに５つの部署の設置が進められ

ており、人員の募集を開始している。県、UC、村落でも教育計画の活用を進めようとしている。

ただし、依然として、NFEMISに基づくデータ活用型マネジメントについては、日本人専門家と

プロジェクトローカルスタッフが多大な支援を行っており、州レベルから村落レベルまでのC/P

とステークホルダーが彼ら自身でNFEMISに基づく識字・ノンフォーマル教育マネジメントを十

分実施できるようになるまでには、更なる能力強化と体制整備が必要である。 

プロジェクト目標達成に関する貢献要因として、実証活動を通じたプロジェクト実施プロセ

スが挙げられる。パイロットALCが適切なマネジメントにより順調に運営されるなど、実証活

動で成果が発現しており、モニタリングにより実証活動の結果を見ながら、活動計画に反映し

ていった。また、ステークホルダーの関与も貢献要因である。LitMIS策定の過程、実証活動の

過程で関係者の意見や助言を取り入れることで合意形成ができ、適切なプログラムマネジメン

ト体制の構築につながった。阻害要因としては、開始当初、LNFBED上層部によるプロジェクト

の方針が変わり、プロジェクトの円滑な進捗に影響を与えたことが挙げられる。 

プロジェクト目標とアウトプットは論理的に整合性がある。改訂版LitMISが完成することと、

それが関係者に共有されることは、NFEMISを活用する体制の整備に不可欠である。 

プロジェクト目標を達成するための外部条件については、大きな影響はなかった。PDMでは、

プロジェクト目標を達成するための外部条件が４点設定されている。うち、最初の２点

（「LNFBEDがプロジェクトで開発された方法をパイロット地域で適用する」「LNFBEDが局内に

LitMISの体制を経常的体制として維持する」）は、終了時評価時点で満たされている。この２点

は、本プロジェクトに対するLNFBEDの対応に関わるものであり、本来PDMで外部条件とすべ

きものではないが、プロジェクト初期にLitMISの扱いをめぐりLNFBEDの方針が変わったことか

ら、本プロジェクトでは外部条件として明記することで状況をモニタリングしようとしたもの

である。３点目の外部条件であるLNFBED、県のスタッフの交代はしばしば起こっている。その

ため、専門家・プロジェクトローカルスタッフからプロジェクトについて説明をするのに、時

間を要したことがあるが、プロジェクトの進捗に大きな影響はなかった。４点目の外部条件で

ある識字を促進する政府の方針は変わっていない。プロジェクト目標を確実に達成するために

は、さらに、州・県・UC・村落の教育戦略計画などに基づき、新たに設置が進んでいる部署に

予算がつき経常化されること、その他、各レベルで必要な部署に適切な人員と予算が配分され

ることが必要である。 

 

３－３－３ 効率性 

効率性は高い。比較的少ない投入で成果が達成されつつある。投入は適切に実施され活用さ

れており、十分な活動が計画・実施され、成果の達成につながった。 

    

日本側は適切な経験と高いコミットメントを持った専門家を派遣した。プロジェクトローカ
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ルスタッフはNFEMIS開発とデータ活用型マネジメントサイクルの実施に適切な活動を行った。 

供与した機材は、サーバー用マシンやデスクトップPCなど限られているが、効率的な活動を

行うため、適切に選定された。一部の機材は、パイロット活動の成果を見ながら、適切な場所

に配布される予定である。フェーズ１でモデル４県に供与した自転車とジープは、フェーズ２

でのパイロット県のフシャーブとハネワールでのモニタリング等に活用されており、これら機

材のメンテナンス・燃料などは、現在では県が負担するようになっている。パイロットALCに

供与した教材は効果的に使われ、識字教育に成果を上げている。ALCの教材は国家識字カリキ

ュラムに沿って、C/P、日本人専門家、プロジェクトローカルスタッフがともに選定した。 

C/P研修で、LNFBEDの２名を、我が国（広島大学とJICAの協働で実施している研修）及びタ

イの識字センター視察に派遣した（課題別研修枠を活用）。派遣された研修員は、日本の生涯学

習の現状などからパンジャブ州の識字促進に適用できそうな事例を学び、知識と実務能力を高

め、経験を識字マネジメント業務に活用しようとしている。研修の内容はレポートにまとめ、

LNFBED内の他の職員と共有された。さらに、「パ」国の現状にかんがみ、識字については日本

より参考になる事例があると考えられるタイ、バングラデシュで第三国研修を予定している。 

日本側からのローカルコストは適切に支出された。LitMIS開発費用、ALC運営費用を含むプロ

ジェクト活動費の大部分はJICAプロジェクトが拠出しているものの、パイロットベースの活動

であり、本格的な実施・普及においては州政府が負担することとなっている。 

「パ」国側は、人員・予算の可能な範囲で必要な投入を行った。しかしながら、州・県レベ

ルのC/P配置は十分とはいえない。現在のところ、州・県レベルに技術職のC/Pは配置されてい

ない。しかしながら、既存のC/Pは高いコミットメントをもっており、県の職員は、プロジェク

ト活動を通じて能力が高まった。ラホール県のプロジェクト事務所は日本側の費用で賃借して

いるが、県に配置しているプロジェクトローカルスタッフは、C/Pの提供する執務室で業務を行

っている。また、県・UCレベルを含むセミナーや会議の会場は、C/P機関が提供している。 

アウトプット発現の貢献要因としては、まず、草の根レベルまでを巻き込んだ活動を実施し

たことが挙げられる。また、ステークホルダーのコミットメントと関係機関間の調整も重要な

要因であった。村落レベルでの関係者のモチベーションを更に上げるには、活動や貢献に対す

る認定証（certificate）を授与するなどの簡単なインセンティブがあれば効果的と考えられる。

データ収集におけるLHWの役割は非常に重要であった。LHWは地域の世帯を熟知しており、世

帯調査に慣れていた。保健局管轄下のLHWに対しては、データ収集の業務に対し、プロジェク

トから謝金が支払われている。 

アウトプット発現の阻害要因としては、プロジェクトフレームワークの確立が遅れたことが

挙げられる。また、LNFBEDの次官が頻繁に交代し、プロジェクトに関する方針にも変更があっ

たことも、阻害要因となった。 

アウトプットを達成するための外部条件は満たされている。 

 

３－３－４ インパクト 

正のインパクトが見込める。LNFBEDが一層の能力強化を図りイニシアティブを発揮してプロ

ジェクトでの活動を順調に継続していけば、上位目標の達成が期待できる。 

 

プロジェクトを通じて、NFEMISに基づいたデータ活用型マネジメントが他の県でも適用でき
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ることが判明している。プロジェクトで確立されたデータ活用型マネジメントを適用して識

字・ノンフォーマル教育プロジェクトを州内に普及する計画があり、県のパイロット地区以外

において、すでに活動を拡大する準備が進められている。州内全36県にデータ活用型マネジメ

ントを普及するセミナーが開催されており、パイロット県以外の担当者がデータ活用型マネジ

メントに関心を示している。LNFBEDではNFEMISを州全域に拡大する意向がある。 

各パイロット県では、県内のパイロットUC以外のUCに活動を拡大する準備を始めており、C/P

の主体で、ALC・NFBESのモニタリングを拡大する計画を開始している。例えば、フシャーブ

県では、NFBESを開く予定の村落で、パイロット地区のLMがその村落のLMの研修を行うこと

になっている。パイロットUC・村落でプロジェクトに関わった者は他地区への普及に協力する

意思がある。こうした計画・活動により、パイロット県での普及はある程度進むものと考えら

れる。 

さらに、NFEMISの開発でプロジェクトと協力したNEFでも、データ活用型マネジメントをパ

ンジャブ州内及び全国の他地域に拡大する具体的計画を有している。すでに、サルゴダ、ムル

タン、ラホールの各県でトレーニングが開始され、現場スタッフ約60名がトレーニングを受け

た。また、NEFの州レベルの管理職に対するトレーナーズ・トレーニング（TOT）をNEFとプロ

ジェクトの連携によって全国レベルで実施する計画があり、約100名がトレーニングを受ける予

定である。NEFによるNFEMISの普及により、プロジェクトの成果の拡大が進むものと期待され

る。 

上位目標達成のためには、各県内でデータ活用型マネジメントの体制を整備することが必要

となる。現時点では、データ活用型マネジメント普及に必要な人員・予算の確保が明確でない

ことが、懸念材料となっている。 

上位目標を達成するための外部条件の影響は、あまり見られない。上位目標の達成に影響す

ると思われるような政治的、社会的、経済的、文化的な条件は、特に認められない。 

州内の他県への普及に関しては、拡大していくためのしくみ作りが鍵である。まず、LNFBED

のイニシアティブが不可欠となる。データの収集を担当する県レベル及びデータの取りまとめ

を行う州レベル関係者、更にデータを活用したモニタリングの担当者らに対する能力強化が必

要である。また、パイロット外の地域で、こうしたマネジメント体制を構築するための関係者

へのアドボカシー、TOT、予算確保も必要である。 

予期せぬインパクトとして、データ収集に関わったLHWが、保健関連の活動で世帯を訪問す

る際、教育についても話をするようになっていることが指摘されている。VEC、UCECからは、

教育への意識が高まり様々な活動が始められたことに加えて、教育のみならず他の課題（水、

衛生、保健、福祉など）についても話し合い、解決策を考えたり行政にアプローチするきっか

けとなっていることが指摘された。また、プロジェクトで協調関係が促進された結果、LNFBED

におけるPC-1の改訂にプロジェクトが協力することとなり、より効果的なプロジェクト計画策

定につながった。 

 

３－３－５ 自立発展性 

人材・予算の配置も含めた組織的な能力が向上すれば、自立発展性は見込める。 

 

政策面では、識字に関する問題の深刻さから、識字・ノンフォーマル教育の向上は今後も「パ」
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国の重点分野であると考えられる。国家教育政策等の政策文書でも明らかであり、国家識字カ

リキュラムが策定されていることからも識字を重視している方針がうかがえる。 

財政面の自立発展性は現時点では高くない。LNFBEDの予算は現在のところ潤沢ではないが、

州教育戦略計画が策定され予算計画が明確になったことで、今後予算が確保されやすくなる見

通しである。また、LNFBEDに新たな５つの部署の設置が進んでいることで、予算の増額も見込

めるようになった。 

ALCについては、プロジェクトでは、実証活動として実施しているため、一連のサイクルの

終了とともにALCは完了する。LNFBEDで、職業技術と識字の組み合せなどの実証活動で成果が

認められたアプローチを他のプロジェクトに取り入れていくことで活動を継続・普及していく

予定である。データ収集に不可欠なLHWの協力に対しては、謝金のための予算を確保すること

が必要であるが、LHWの謝金は改訂PC-1に盛り込まれたので、今後の継続が見込まれる。 

一方、技術的自立発展性はある程度見込まれる。C/P機関は活動を継続する意思がある。C/P

は、プロジェクトの活動を通じてある程度訓練されたが、自分たちだけでNFEMISを運用しモニ

タリングを継続するには、まだ能力が十分とはいえない。LNFBEDでは、戦略計画を策定し、新

たな５部門を設置するなど、マネジメント体制が確立されつつある。今後、これら新設部門の

組織的な能力強化によりマネジメント体制を十分に機能させるようにすることが必要である。

また、県・UC・村落レベルでの能力強化を進め、一方でステークホルダーの関与を強めていく

ことが重要である。 

自立発展性を高めるための要因としては、草の根レベルの活動を強化するとともに、右活動

を県・州がサポートしていくことが挙げられる。また、女性の非識字者が多いこと、識字教員

の８～９割が女性であることから、ジェンダーに配慮することも重要である。逆に、自立発展

性に対する阻害要因になりうることとして、訓練された人材の異動が挙げられる。ある程度の

人事異動は行政機関としてやむを得ないものの、適切な技術移転と情報共有を行わなければ、

自立発展性を損ねることとなる。 

 

３－３－６ 効果発現に関する貢献・阻害要因 

（１）計画内容に関すること 

＜貢献要因＞ 

パイロットALCの運営を実証活動として計画に取り入れたこと、草の根レベルまでを巻

き込んだ活動実施を計画したことが挙げられる。パイロットALCが適切なマネジメントに

より順調に運営されるなど、実証活動で成果が発現しており、モニタリングにより実証活

動の結果を見ながら活動計画に反映していった。 

 

＜阻害要因＞ 

    特になし。 

 

（２）実施プロセスに関すること 

＜貢献要因＞ 

NFEMISの開発において、キャパシティのある連邦機関と協調したことは、MISの開発の

質を高めたのみならず、全国への波及効果をもたらした。草の根レベルのステークホルダ
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ーの積極的な関与も貢献要因といえる。 

 

＜阻害要因＞ 

LNFBEDの次官の頻繁な交代や、プロジェクトに関する方針の変更によりPDMの枠組み

を二度改訂することとなったことは、プロジェクト前半の円滑な進捗に重大な影響を与え

た。運営指導調査によって「パ」国側と協議を重ね、PDMを改訂した後は、日本側・「パ」

国側の協調により、新しい計画に基づいて活動が円滑に実施された。 

 

３－４ 結 論 

PDM改訂後プロジェクト期間の後半は、プロジェクトは順調に進捗した。プロジェクト終了ま

でに予定していた活動はほぼ完了する見込みで、成果は達成されつつある。草の根から州レベル

までの多様なステークホルダーの関与のもと、改訂版LitMISとしてNFEMISを開発し、NFEMISに

基づいた有効なデータ活用型マネジメントを開発するためのパイロット活動を実施した。こうし

た活動により、ステークホルダーの能力が強化され、マネジメントが向上している。 

識字・ノンフォーマル教育に改訂版LitMISを活用する戦略、というプロジェクト目標は、州教

育戦略計画、UC及び村落の教育計画が策定されLNFBEDに新たな部署が設置されるなどマネジメ

ント体制が確立されつつあり、この意味では、達成されつつある。C/P及びステークホルダーの能

力はプロジェクト活動や研修を通じ向上したが、依然として、全般的な事業計画の策定、モニタ

リング、データ運用等に関しては、日本人専門家とプロジェクトローカルスタッフが支援を行っ

ている。プロジェクト目標を確実に達成し、更に自立発展性を高め上位目標であるNFEMISに基づ

いたデータ活用型マネジメントの他県への普及を実現するためには、州・県・UC・村落レベルで

一層の組織的能力の強化が必要である。 

LNFBEDでは、州内全域（全36県）におけるNFEMISに基づいたデータ活用型マネジメントを管

轄するためのMIS、モニタリング、人材開発等の部署を開設する準備をしており、４県において「モ

デルプロジェクト」を開始する予定である。これらのプロセスにおいて、州政府・県政府の能力

を強化し、NFEMISの制度化及び定着を促進し、自立発展性を高めていくことが必要である。 

 上記を実現するため、2010年２月まで６か月の延長が必要であることを確認した。延長期間に

おいては、以下の３点を行うこととする。 

１）MIS、M&E、HRDの部門を中心とした州機関の能力強化 

２）「モデルプロジェクト」の実施とそれを通じたモデルプロジェクト実施ユニットの能力強化 

３）MIS部門を通じたモデル県以外の32県へのNFEMISの普及 

（＊延長期間のプロジェクト活動とスケジュール案については付属資料３のAnnex 5を参照） 
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第４章 提言と教訓 
 

４－１ 提 言（延長期間にLNFBEDとプロジェクトが協働で行うべき事柄） 

（１）LNFBEDの能力開発を促進する 

１）MIS・M&E・HRD部門の制度化 

現在、LNFBEDの中に、MIS・M&E・HRD部門の設置が進められている。プロジェクト協

力期間内に、これらの部門に対する能力開発が効果的に進められるためにも、可能な限り早

急に、遅くとも５月末までには、これらの部門に適切な人員配置がなされることが肝要。さ

らに、データ活用型マネジメントの自立発展性を担保していくために、将来的には、これら

の部門を常設化し、活動予算を振り当てることを検討する。 

２）改訂版LitMISの活用におけるLNFBEDの技術面での能力開発 

MIS・M&E・HRD部門は、LNFBEDが実施する全ての活動に効果的なデータ活用型マネジ

メントの導入において、また、モデル県プロジェクトや識字プログラム事業に関わる州及び

県のスタッフへの技術支援において、重要な役割を果たす。こうした観点から、LNFBEDス

タッフは、残りの協力期間、適切な技術能力を構築していくことが肝要。データ活用型マネ

ジメント手引書及び研修モジュールは完成間近であり、これらを実務の参照として活用する

こと。 

 

（２）LNFBEDが実施する全ての識字・ノンフォーマル事業にデータ活用型マネジメントを適用する 

PLPPにより試行されたデータ活用型マネジメントにより、対象地域のアクセスや中退率が

改善され、そのインパクトはLNFBEDや他のステークホルダーの高い評価を得ている。州のほ

かの地域にもインパクトを広げていくために、LNFBEDはこのマネジメントアプローチを他の

プロジェクトの形成・実施に採用していくことが望まれる。 

 

（３）パイロット事業の成果を取りまとめ、他の地域に普及する 

LNFBEDに期待されるタスクは、パイロット地域で蓄積された良好例や教訓を他の地域に広

め、ノンフォーマル基礎教育へのアクセスと質を高めていくことである。こうした観点から、

LNFBEDは、プロジェクトから技術的な支援を受けながら、以下に述べるタスクを主体的に進

めていくことが必要。 

    

１）データ活用型マネジメントや質向上についての観点から、パイロット事業の成果、イン

パクト、課題について、分析し、普及に向けて文書に取りまとめる。これは、データ活用

型ノンフォーマル教育マネジメントハンドブックに統合してもよい。こうした観点から、

LNFBEDは、パイロット事業を定期的にモニターし、現場レベルでの直接的な知識や経験を

習得することが不可欠。 

２）パイロット県が、パイロットUCにて蓄積された好事例や教訓をEFAフォーラムを通じて

他のUCに広めていくのを手助けする。ノンフォーマル教育への、とりわけ、女子を重視し

たアクセスの改善に対する村教育委員会やUCの動員や、公教育、社会福祉、保健セクター

等を巻き込んだセクター間の協力などの分野で好例や教訓を抽出する。 

３）データ活用型手引書研修モジュールの取りまとめや研修実施において、パイロット事業
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で経験を積んだ人材活用。これにより、研修受講生は、実際の活用例に基づき学ぶことが

でき、データ活用型マネジメントに関する理解が深まる。 

 

（４）他のプロバイダーが実施する識字・ノンフォーマル・教育事業におけるデータ活用型マネ

ジメントの適用を促進する 

改訂版LitMISが、異なるノンフォーマル事業がカバーするより多くの人口に適用されるよ

う、プロジェクトは、同システムを活用する可能性のあるユーザー（NGOなど）と調整を開

始すること。改訂版LitMISをノンフォーマル教育プロバイダーに普及することにより、州レ

ベルでノンフォーマル教育を体系的に計画、モニターしていくために必要なNFEデータベース

強化のためのプロセスが促進される。このようなプロセスにより、最終的には、LNFBEDが、

教育サービスが行き届いていない人々に学習機会を提供していくための戦略的なアクション

を計画・実施していくことを促進するであろう。 

 

（５）最終セミナーを実施し、より広いステークホルダーに対する経験と教訓を共有する 

プロジェクトにより、識字・ノンフォーマル教育を計画・管理していくにおいて、ターゲ

ットグループに関するデータを収集し、かつアップデートし、効果的に活用する新たなやり

方を提示することに成功した。識字・ノンフォーマル教育活動へのアクセスや質の改善のた

めに、プロジェクトにより現場で蓄積された経験や教訓をより多くの州レベル関係者と共有

することが望ましい。そのような機会を通じて、様々な関係機関におけるフィールド実践者

やマネージャー、意思決定者が、教育活動の効果的な計画・管理のために、データをマネジ

メントサイクルの各ステージで活用することの重要性への認識が高まることが期待される。 

 

（６）教育局や他の主要な関係者とLNFBEDの協働体制を強化する 

EFAゴールの達成における関係者の一致した取り組みを強化していくために、LNFBED、教

育局、及びその他の主要な関係者間の緊密な調整を早急に行うこと。データベースの共有・

統合化、EFAマッピングを活用した教育戦略の開発、初等教育とのイクイバレンシー制度の設

置、などに向けて、関係者が協働して取り組むことが肝要。こうした点から、プロジェクト

が終了する前に、教育局やその他の主要な関係者の意志決定レベルを招いて調整会議を実施

し、効果的な調整に向けた実行可能かつ自立的なメカニズムを話し合うこと。 

 

４－２ 教 訓 

（１）データ活用型マネジメントアプローチの有効性 

データ活用型マネジメントは、関係者の考え方に変化をもたらすとともに、草の根レベル

から行政レベルの能力を伸ばす有効な方策である。すなわち、データ活用型マネジメントは、 

１）明確かつ具体的に現状を共有する基盤を提供し、事実の新たな発見及び理解を促す。結

果、関係者は課題に対する共通の見方を醸成する。 

２）課題分析や解決策を見出す作業において、関係者のオーナーシップや責任を促す。 

３）各レベルにおける既存の人的資源、施設、組織等を通じて、リソースの最適な動員を促

進し、外部リソースへの依存を減らす。 
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（２）NFE実施における多様なステークホルダーの包摂 

ノンフォーマル教育は、パブリックセクターのみならずプライベートセクターにより積極

的に実施されている。したがって、プロジェクトにおいてNFEのツールを開発する際には、多

様なステークホルダーを巻き込み、彼らの意見を取り込むことによって、汎用性の高いツー

ルを作り上げることが可能となる。 

他方、NFEにおいてはその多様性・柔軟性も特徴であり、多様な学習者の多様なニーズに応

えるためには、計画・実施段階においてセクター横断的なステークホルダーの関与を促すこ

とが肝要である。 

また、特にNFEにおいて重要なのはコミュニティの参加である。NFEに対するコミュニティ

の理解・関与が深まることにより、ターゲットグループに対するより効果的なアプローチや、

持続的なNFE（例えば、識字クラス終了後の自助グループの結成など）の実施の推進が可能と

なる。 

 

（３）成人識字クラスの効果的な実施と継続性 

スキルトレーニングを組み合わせた成人識字は、学習者の参加意欲を高めるとともに、中

退率を減らす上で効果がある。 

他方、成人識字クラス終了後の継続的な学びをどのように個人レベル及びコミュニティレ

ベルで継続するか検討することも重要である。 

特に識字やスキルトレーニングを受けた後、学習者は自信も身につけ、今度は学習者自身

がコミュニティの仲間に変化をもたらす存在になりうる。 

したがって、コミュニティ動員や成人識字クラスの開始から、学習者やコミュニティの主

体性に基づく継続的な活動を促進するようなファシリテーションを組み込んでいく必要があ

る。 

 

（４）識字・教育から派生するコミュニティ活動の広がり 

識字と教育の問題は不利な立場にある多くのコミュニティが直面する基本的かつ共通の課

題の一つである。したがって、共通の課題の下、コミュニティが共に問題に対処する方策を

考えることは、将来的に他の社会セクターに関連する課題への対処につながっていくと考え

られる。つまり、識字・教育を切り口としたアプローチが全体的な社会経済状況の改善に向

けたコミュニティ活動の広がりに資すると考えられる。 

 

（５）初等教育の完全普及に向けたフォーマル教育・ノンフォーマル教育の協働 

ノンフォーマル教育の実施において、まずは基礎教育に関する課題全体を分析・把握し、

フォーマル教育・ノンフォーマル教育の役割を検討することが必要である。このような分析

に基づいた最適な介入を行うことが効果的である。すなわち、初等教育の完全普及を達成す

るためには、両者がもつ資源を最大化するためにもフォーマル教育・ノンフォーマル教育の

役割を明確にした上で、包括的な戦略を作り上げることが必要とされている。このような観

点から、フォーマル教育・ノンフォーマル教育両者による協働（例えば、共に中退児童・未

就学児童のデータを分析し、共に計画を立てていくことなど）が肝要である。 
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プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）第 3 版 (2008 年 12 月 6 日) 
プロジェクト名：パンジャブ州識字行政改善プロジェクト（フェーズ２）  期間：2007 年 8 月から 2010 年 8 月（3 年間） 
ターゲットグループ： パンジャブ州識字局（LNFBED）、県 識字行政スタッフ及び関係者（直接） 
           プロジェクト対象地域の 5－14 歳の非就学児童、15－35 歳の成人の非識字者（間接） 

プロジェクトの要約 指標 指標データ入手手段 外部条件 
上位目標 
ノンフォーマル小学校と成人識字センターへのアクセス及び展開

がパンジャブ州内のパイロット地域から他地域へと拡大する。. 

1. 州・県レベルにおける改訂版 LitMIS を活用

したプログラム・プロジェクトの数 

2. NFBES・ALC の計画・設置・運営数 

3. NFBES・ALC の生徒・参加者登録数 

1. LNFBED アクションプラン 

2. 識字・ノンフォーマル教育事業の計画、

マネジメント、実施、モニタリング、評価に

係る資料 

 

プロジェクト目標 
パンジャブ州内にて識字・ノンフォーマル教育活動のために

LitMIS（改訂版）を活用する戦略が構築される。 

※改訂版 LitMIS とはプロジェクトによって開発された 2 つのコン

ポーネントを意味する。①「センサス情報システム」(人口、非識

字者、潜在的教員、学校ロケーションなどの情報を含み、ノンフ

ォーマル小学校及び ALC の設置に活用)、②「学校マネジメント

情報システム」(SMIS、生徒の在籍・修了・ドロップアウト・再入学

などの情報を含み、NFBES 及び成人識字センターの運営に活

用) 

 

1. LNFBED、県、その他のステークホルダーに

よる戦略 

 

1.1 LNFBED 戦略ペーパー、アクションプ

ラン、インタビュー 

2.1 その他ステークホルダーのアクション

プラン及びインタビュー 

* LNFBED はプロジェ

クトで開発した手法を

適用し、アップデートし

続ける。 

成果 
1 改訂版LitMISを活用した識字・ノンフォーマル教育活動のマネ

ジメントが、パイロット活動を通じて強化される。 

 

 

2 識字・ノンフォーマル教育活動への改訂版 LitMIS の活用及び

マネジメントがステークホルダー間で共有される。 

 

1.1 改訂版 LitMIS（ユーザーフレンドリー、コス

トエフェクティブ、持続性） 

1.2 改訂版 LitMIS に基づくガイドラン 

1.3 パイロット地域における識字・ノンフォーマ

ル教育活動の顕著な変化 

 

2.1 ステークホルダーによるフォーラムの数と

内容 

2.2 LNFBED 及び 35 県で研修された人員の

数 

2.3 改訂版 LitMIS に基づいた ALC と NFBES

の活動に関する LNFBED のアクションプラン 

2.4 ステークホルダーに対する改訂版 LitMIS 

の有効性に関するセミナーの数と内容 

 

1.1 改訂版 LitMIS の第三者評価 

1.2 ユーザーからのフィードバック 

1.3 ガイドラインの評価、レビュー結果 

1.4 観察・インタビュー・質問表結果 

 

 

 

2.1 フォーラムのレポート 

2.2 研修マニュアルとレポート 

2.3 アクションプラン 

2.4 セミナーのレポート 

* LNFBED はパイロッ

ト地域において、プロ

ジェクトで開発した手

法を適用する。 

* LNFBED はポストを

恒常化し、LitMIS の運

用体制を持続する。 

* プロジェクトで育成

した州・県のスタッフが

継続する。 

* 識字・ノンフォーマ

ル教育に関する政府

の方針が継続する。 
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活動 
成果１ 
1-1. 識字・ノンフォーマル教育を推進する地方行政官のニーズ

にあった改訂版 LitMIS を作成する。 

1-2. パイロット活動をとおして、データ収集および更新の方法を

特定し、その有効性を検証する。 

1-3. 更新されたデータに基づき、州識字局とプロジェクトが、パ

イロット地域のノンフォーマル小学校（NFBES）と成人識字センタ

ー(ALC)設置にかかる計画会合を合同で実施する。 

1-4. 州識字局が、パイロット地域に ノンフォーマル小学校と成

人識字センターを設置する。 

1-5. 学校マネジメント情報システム(SMIS)を開発し、パイロット

地域において効果的なデータの更新の仕組みを示す。 

1-6.  識字・ノンフォーマル教育活動の計画および運営に資す

る改訂版 LitMIS の活用法を示すガイドラインを開発する。 
 
成果２ 
2-1.  識字・ノンフォーマル教育活動への改訂版 LitMIS の計画

策定・活用・運営に関するフォーラムを州および県のステークホ

ルダー間で組織し、成果 1 の活動についての意見交換を促進す

る。 

2-2.  改訂版 LitMIS に関して、州識字局、県行政官およびステ

ークホルダーに対する研修および視察を実施する。 

 2-3.  州識字局による識字・ノンフォーマル教育活動への改訂

版 LitMIS の活用に関するアクションプランの策定を支援する。 

2-4.  改訂版 LitMIS の活用法を示すガイドラインを普及するた

めセミナーを開催する。 

投入 
（日本側） 
1. 専門家（長期、短期、第三国） 
 
2. プロジェクト活動費（以下を含む） 
- ローカルスタッフの雇用 
- 必要な資機材 
- 国内、海外研修 
 
（パキスタン側） 
1. カウンターパート、フォーカルパーソンの雇用 
2. パイロット地域における ALC, NFBES 開校・運営の調整と費用 
3. オフィススペース、施設の提供 

* LNFBED が ALC, 
NFBES の設置をデー

タ収集後遅滞なく行

う 
* LNFBED は識字・ノ

ンフォーマル教育に

関する戦略を大幅に

変更せず、事業を続

ける。 
 
 
 
 
 
前提条件 
パンジャブ州政府は

識字・ノンフォーマ

ル教育を優先課題と

する。 
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（敬称略） 

ラホール州計画開発局 

Anwar Latif   Chief (Health) 

Amjad Duraiz  Assistant Chief 

Abid Razaq   Assistant Chief, Education 

Imran Ahmed  Member 

Nasim Riez   ECA 

 

ラホール州識字局（LNFBED） 

Dr. Allah Bakhsh Malik Secretary 

Muhammad Usman  Additional Secretary 

Sheikh Anees  Deputy Secretary, Admin. 

Asif Hameed   Deputy Secretary, Planning 

Haroon   Computer Operator 

 

ラホール県調整局 

Sajjad Bhutta  DCO 

 

ラホール県 

識字局 

Wasim Haider  Executive District Officer, Literacy 

  Azim-ur-Rehman  DLO   

ユニオンカウンシル（Pajian） 

8 名（うち女性 2 名） 

Village Education Committee （Pajian） 

6 名（うち女性 3 名、女性のうち 1 名は UC 兼任、残り 2 名は LHW 兼任） 

ALC（Pajian Kauser Yousaf） 

識字教員 1 名 

参加者約 25 名 

ALC（Watue Sharbaun Asgher） 

識字教員 1 名 

職業訓練教員 1 名 

参加者約 20 名 

ALC（Union Bricks Pajiam） 

識字教員 1 名 

参加者約 30 名 
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ALC（ALC Watue） 

識字教員 1 名 

参加者約 30 名 

 

フシャーブ県 

識字局 

Malik Alamgir Raza  Executive District Officer, Literacy 

Tahira Rehman Gunjial Gender Specialist, District Office Women 

Development Department 

Hafiz Akhlaq DLO 

IT 担当 DEO 

District Information Officer 

コンピューターオペレーター 1 名 

識字モビライザー 2 名 

ユニオンカウンシル代表 3 名 

 

ハネワール県 

識字局 

Ramzan Anjun  EDO 

他 6 名 

NFBES 

教員 3 名、参加者（3 か所） 

ALC 

教員 3 名、参加者（3 か所） 

UC・VEC 

メンバー約 15 名 

 

National Education Foundation 

 イスラマバード本部 

Syed Kamra Zafar  Managing Director 

Siraj-u-Din   Project Director 

 ラホール事務所 

Faisal Shahzad Awan  Director, NEF Punjab 

 ムルタン事務所 

  Sidra    Deputy Director 

  Shumaila  Assistant Director 
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NFE BECS（Balki Union Council, Lahore） 

教員   2 名（2 か所） 

NEF BECS（Multan） 

教員   3 名（3 か所） 

 

UNESCO 

Arshad Saeed Khan  Senior National Specialist (Education) 

Ichiro Miyazawa  Programme Specialist (Education) 

 

PLPP プロジェクト 

大橋千穂   プロジェクトアドバイザー 

Abid Hussain Gill  Project Coordinator 

Mohammad Younus  Chief, Program Section 

Nasir Ali   GIS Officer 

Muhammad Tahir  GIS Officer 

Ammas Sunaiz  System Analyst 

Kaleen Abbas  System Analyst 

Mehboob Elahi  Monitoring & Evaluation Officer 

Rauf Rehman  Communication Officer 

Mohammad Zahid Hussain MIS Team 
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